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　９月、あんなににぎわしかった蝉の鳴き声が止

むと、秋の虫たちがいっせいに鳴き始めます。 

　最近では、市内も空き地が減り、虫たちの居場

所は少なくなってしまいましたが、それでも五条

川の堤防の草むらは虫たちの絶好の住処です。 

　暑さが和らいだ夜、犬たちを連れて散歩に出る

と虫たちのオーケストラが音楽を奏でながら出迎

えてくれ、一日の疲れが癒されます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 
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休日急
岩倉市
健康チ
です。
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市の花／つつじ 



市政の窓 ３ 
市民文化祭の作品を募集します 
地区サロンコンサートを開催します 
老人週間 
上級救命講習会 
第３８回岩倉市民体育祭 
消費生活講座 
「クレジット契約などに関するトラブルについて」 
市民スペース 
ミニステージ・市民ギャラリー情報  
人形劇フェスティバル 
第４４回衆議院議員総選挙・ 
最高裁判所裁判官国民審査 
介護保険制度「施設サービスの居住費、食 
事の利用者負担」が見直しされます！ 
介護保険制度改正内容のポイント 
１０月からプラスチック製容器包装資源の 
収集を開始します 
事業系ごみは適正に処理しましょう 
いわくらフリーマーケット出店者を募集します 
私道整備工事費を補助します 
生け垣づくりに補助金を交付します 
悪質リフォームなどに注意しましょう 
快適な生活環境のために下水道接続を！ 

五条川小学校 …３ 
…３ 
…４ 
…４ 
…４ 
 

…５ 
 

…５ 
…５ 
 

…６ 
 

…８ 
…９ 
 

…９ 
…１０ 
…１０ 
…１１ 
…１１ 
…１１ 
…１２ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

裏表紙 
南新町かいわい 

岩倉市山車夏まつり（宵まつり）・平和 
を考える「戦争のおはなしをきかせ 
てね」・子ども陶芸教室 

学校通信 ２６ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２４ 

１４ 

岩倉市健康づくり計画「健康いわくら２１」 
～タバコ編～ 

保健師すこやか日誌 

子どもリズム体操スポーツ少年団 

スポーツ大好き！ 

１５ 
オーストリアのお菓子 

グーテンターク 

１４ 

２７ フォトニュース 

ぶらりいわくら再発見 

▲８月２日、中学生平和祈念

派遣団の結団式が行われ、市

民の皆さんが心を込めて折っ

た８，４００羽の折鶴が子ど

もたちに託されました。派遣

団は、８月６日（土）に行わ

れた広島市平和記念式典で折

鶴を捧げて平和を祈りました。 

暮らしのガイド １６ 

不用品データバンク 
ストップ・ザ交通事故  秋の交通安全県民運動 
屋外広告物のルールを守りましょう 
サラリーマン金融の相談料を補助 
教育相談・子育て相談 
図書館ニュース・市民相談 ほか 

俳句俳画作品展 
ミニミニコンサート 

催し １６ 

手続き １６ 

基本健康診査・住民検診・歯科健康診査 ほか 
健康 １９ 

労働関係基本講座 
若者就業支援フェア ほか 

講座・教室 １９ 

相談・その他 ２１ 

少年少女ソフトボール教室参加者 
市民登山教室参加者、岩倉市配達員 ほか 

募集 １６ 

児童扶養手当等の現況届、所得状況届 
市街化区域農地に貸家住宅を建てたとき 
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市
民
の
皆
さ
ん
が
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
場
と
し
て
、
市
民
文
化
祭
を
１１
月
３
日
　
か
ら

６
日
　
ま
で
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
。
そ
の
文
化
祭
の
出
品
作
品
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。 

作
品
募
集
要
領 

●
出
品
資
格
　
平
成
１７
年
４
月
１
日
現
在
、
満
１５

歳
以
上
で
、
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
ま
た
は
、

在
学
の
人 

●
作
品
　
各
部
門
１
人
１
点
と
し
、
未
発
表
の
作

品
に
限
り
ま
す
（
た
だ
し
、
盆
栽
展
は
１
人
２
点

ま
で
）
。 

●
申
込
方
法
　
所
定
の
出
品
申
込
書
を
生
涯
学
習

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
受
付
期
間
　
９
月
１
日
　
〜
３０
日
　 

◆
市
民
展
◆ 

●
部
門
等
　
趣
味
の
作
品
で
部
門
、
規
格
等
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

◆
美
術
展
◆ 

●
部
門
お
よ
び
規
格 

★
日
本
画
（
膠
彩
、
墨
彩
、
そ
の
他
）
…
６
号
以

上
５０
号
以
内
と
し
、
額
装
ま
た
は
、
枠
張
り
と
す

る
。 

★
洋
画
（
油
彩
、
水
彩
、
版
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
そ

の
他
）
…
６
号
以
上
５０
号
以
内
と
し
、
額
装
ま
た

は
、
枠
張
り
と
す
る
（
た
だ
し
、
平
面
造
型
な
ど

は
除
く
）
。 

★
書
道
（
漢
字
、
か
な
、
近
代
詩
文
、
少
字
数
、

て
ん
刻
）
…
半
切
（
４８
㌢
㍍
×
１
７
６
㌢
㍍
）
に

限
る
（
縦
・
横
自
由
）
。
枠
張
り
と
し
、
ア
ク
リ

ル
は
認
め
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
て
ん
刻
は
除
く
）
。 

★
彫
刻
・
工
芸
（
立
体
造
形
、
陶
芸
、
金
工
、
染

織
、
木
竹
工
、
人
形
、
七
宝
、
硝
子
、
石
工
、
紙

工
、
そ
の
他
）
…
自
由
（
た
だ
し
、
平
面
の
作
品

に
つ
い
て
は
５０
号
（
一
辺
１
１
６
・
７
㌢
㍍
）
以

内
と
す
る
）
。 

★
写
真
（
組
写
真
も
可
）
…
四
つ
切
り
以
上
全
紙

ま
で
で
、
額
装
ま
た
は
、
パ
ネ
ル
張
り
と
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
作
品
は
除
く
。 

●
審
査
　
作
品
は
美
術
展
審
査
委
員
会
に
よ
り
審

査
を
行
い
、
「
市
長
賞
」
「
美
術
展
賞
」
「
佳
作
」

を
決
定
し
ま
す
。 

●
表
彰
式
　
１１
月
６
日
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら
、

展
示
会
場
で
行
い
ま
す
。 

◆
生
花
展
・
盆
栽
展
◆ 

●
種
別
　
生
花
、
盆
栽 

●
規
格
　
自
由 

作
品
搬
入 

★
美
術
展
…
１１
月
１
日
　
午
後
４
時
〜
６
時 

★
市
民
展
・
盆
栽
展
…
１１
月
２
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
６
時 

★
生
花
展
…
１１
月
４
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜
６
時 

※
い
ず
れ
も
各
展
示
会
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

作
品
搬
出
　
１１
月
６
日
　
午
後
４
時
〜
６
時 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（
☎

３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
「
中
秋
の
名
月
」
に
ち
な
ん
で
、

史
跡
公
園
で
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
の
で
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
９
月
１８
日
　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分（
雨

天
実
施
） 

●
内
容
　
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー
ト
に
よ
る
演
奏 

●
主
な
曲
　
赤
と
ん
ぼ
／
山
田
耕
作
、
ハ
ン
ブ
ル

ガ
ー
ソ
ナ
タ
／
エ
マ
ニ
エ
ル
・
バ
ッ
ハ
　
ほ
か 

●
出
演
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団 

★
ハ
ー
プ
…
松
浦
元
実 

★
フ
ル
ー
ト
…
大
西
宣
人 

●
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
（
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

　
安
全
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲８月２日

派遣団の結

民の皆さん

た８，４０

もたちに託

団は、８月

れた広島市

鶴を捧げて

（木） 

（木） 

（金） 

（日） 

（水） 

（金） 

（日） 

（日） 

（火） 

（日） 市
民
文
化
祭
の
作
品
を
募 

集
し
ま
す 

地
区
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

を
開
催
し
ま
す 

　
　
　
　
〜
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
〜 

こ
う
さ
い 

ま
つ
　

う
ら
　

も
と
　

み 

お
お
に
し
　

の
り
ひ
と 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

      

　
老
人
福
祉
法
で
は
、
９
月
１５
日
か
ら
２１
日
ま
で

を
老
人
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
年
に
わ

た
る
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
ま
た
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
次
の
催
し
を
行
い
ま
す
。 

【
岩
倉
市
敬
老
会
】 

　
８０
歳
以
上
（
大
正
１４
年
１２
月
３１
日
以
前
生
ま

れ
）
の
人
を
お
招
き
し
て
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
し

ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
９
月
１９
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

※
岩
倉
市
は
、
７５
歳
以
上
人
口
が
１０
年
前
に
比
べ

約
２
倍
の
３
千
人
を
超
え
、
敬
老
会
を
従
来
ど
お

り
の
内
容
で
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
１７
年
度
か
ら
、

対
象
年
齢
を
７５
歳
以
上
か
ら
８０
歳
以
上
に
見
直
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
お
菓
子
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
、
当

日
の
参
加
者
の
み
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
敬
老
金
贈
呈
】 

　
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
、
８０
歳
以
上
の
人
に
敬
老

金
を
贈
呈
し
ま
す
。 

★
８０
〜
８４
歳
の
人
…
５
千
円 

★
８５
〜
８９
歳
の
人
…
１
万
円 

★
９０
〜
９４
歳
の
人
…
１
万
５
千
円 

★
９５
〜
９９
歳
の
人
…
２
万
円 

★
１
０
０
歳
以
上
の
人
…
３
万
円 

※
年
齢
は
、
平
成
１７
年
１２
月
３１
日
現
在 

【
高
齢
者
居
宅
訪
問
】 

　
９０
歳
以
上
（
大
正
４
年
１２
月
３１
日
以
前
生
ま

れ
）
の
人
の
お
宅
を
、
市
長
ま
た
は
、
代
理
者
が

訪
問
し
て
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
敬
老

金
等
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

※
こ
れ
ま
で
８６
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

高
齢
者
居
宅
訪
問
は
、
９０
歳
以
上
に
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
高
齢
者
施
設
訪
問
】 

　
市
長
ま
た
は
、
代
理
者
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
皆
さ
ん
を
訪
問
し
、

ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。 

【
老
人
憩
の
家
臨
時
開
館
】 

　
老
人
憩
の
家
（
東
町
）、南
部
老
人
憩
の
家
（
大

地
町
）
を
臨
時
に
開
館
し
、
カ
ラ
オ
ケ
、
う
ど
ん

作
り
な
ど
の
催
し
物
を
行
い
ま
す
。 

●
と
き
　
９
月
２５
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時 ●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
、
老
人
憩
の
家
臨
時
開
館
に
つ
い

て
は
、
老
人
憩
の
家
（
☎
３
７
―
３
８
３
４
）
ま

た
は
、南
部
老
人
憩
の
家（
☎
３
７
―
０
４
９
７
）

ま
で
。 

  　 

     

　
消
防
署
で
は
、
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
身
近
に
い
る
人
が
適
切
な

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
心
肺
蘇
生
法
や
止
血

法
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
救
命
講
習
は
、
成
人
・
小
児
乳
児
・
新
生
児
の

応
急
手
当
の
講
習
を
行
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
人

に
は
、
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
す
で
に
受
講
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

２
年
ご
と
に
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
用
を
含
め
た
講
習
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
と
き
　
９
月
９
日
　
、
平
成
１８
年
３
月
９
日
　

午
前
９
時
か
ら
８
時
間
の
予
定
（
上
級
救
命
講
習

は
、
年
２
回
実
施
） 

●
と
こ
ろ
　
消
防
庁
舎
２
階
大
会
議
室 

●
申
込
方
法
　
随
時
、
消
防
署
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
（
電
話
可
）
。 

●
指
導
員
　
救
急
救
命
士
・
救
急
隊
員 

●
申
込
・
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
―
５
３
３

３
）
ま
で
。
　 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
岩
倉

市
民
体
育
祭
を
開
き
ま
す
。
今
年
も
開
会
式
に
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
全
員
に
抽
選
券
を
お
渡
し
し
、

も
れ
な
く
景
品
が
当
た
る
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

を
行
い
ま
す
。 

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
競
技
種
目
な
ど
は
、「
広
報
い
わ
く
ら
」

９
月
１
日
号
と
同
時
配
布
し
ま
す
「
岩
倉
市
民
体

育
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
１０
月
２
日
　
午
前
９
時
〜
（
雨
天
の
場

合
は
９
日
　
） 

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

●
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま
で
。 

上
級
救
命
講
習
会 

老
人
週
間 

　
　
　
　
９
月
１５
日
　
〜
２１
日
　 

第
３８
回 

岩
倉
市
民
体
育
祭 

（月） 

（金） （日） 

（日） 

（木） 

（日） 

(木)

(水)
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●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

　
市
長
ま
た
は
、
代
理
者
が
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
な
お
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま
で
。 

       

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
「
点
検
商
法
」
「
不
当
請

求
」｢

ヤ
ミ
金
・
サ
ラ
金｣

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
消
費
者
が
被
害
に
あ

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
は
き
ち
ん
と
し
た
知
識
を
身
に
付
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
と
共

催
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
の
消
費
生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

●
と
き
　
９
月
１４
日
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
室

兼
研
修
室 

●
テ
ー
マ
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
な
ど
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て 

●
講
師
　
川
合
す
み
よ
さ
ん
（
尾
張
県
民
生
活
プ

ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
員
） 

●
定
員
　
５０
人
程
度
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
） 

●
受
講
料
　
無
料 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

消
費
生
活
講
座 

 

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
な
ど
に
関
す
る 

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
」 

（水） 

か
わ
　

い 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コーナー、
２階には市民ギャラリーやレストランなど、市民の皆さんに利
用していただけるスペースがあります。皆さん、ぜひ、ご利用
ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝日、
年末および年始は休みです）ただし、レストランの営業時間は、
振替休日を除く月～土曜日の午前９時から午後６時までです。 

【貝鯛フォークリサイタル】 
●と　き　９月１８日（日）午後２時～３時３０分 
●出演者　貝鯛 
●主な曲　神田川、贈る言葉、２２才の別れ　ほか 
●問合先　井上（☎０９０―６０８６―４８４３）まで。 

【水辺まつり２００５　カッパ絵コンテスト入賞作品展示】 
●と　き　９月５日（月）～１０日（土） 
●問合先　岩倉の水辺を守る会村上（☎３７―５５９６）まで。 
【ｐｈｏｅｍ！　写真と詩の展示】 
●と　き　９月１２日（月）～２５日（日） 
●問合先　粕谷（☎６６―８７００）まで。 
【女性芸術家マルタ・モンカーダ絵画展】 
●と　き　９月２６日（月）～１０月２日（日） 
●問合先　岩倉一期一会荘鈴木（☎６６―２１１０）まで。 

ミニステージ 

市民ギャラリー 

かい　たい 

　図書館では、人形劇フェスティバルを開

催します。楽しい人形劇や大型紙芝居など、

図書館・公民館の会場で上演します。 

　また、実際に作って楽しむ手作りおもち

ゃなどのコーナーもあり、子どもたちに喜

んでもらえる催し物でいっぱいです。入場

は無料です。 

　なお、開演１５分前から上演会場へ入場

できます。定員になりしだい入場は打ち切

りますので、ご了承ください。 

　また、車での来場は、ご遠慮ください。 

●と　き　９月１０日（土） 

★クラウンパフォーマンス（大道芸）…１１:００～、１２:３０～の２回開催します。 

●問合先　図書館（☎３７―６８０４）まで。 

１０:００～１１:００ 

１１:３０～１２:３０ 

１０：００～１３：００ 
手作りおもちゃコーナー 

図書館２階展示ホール 

１０：３０～１１：００ 
１２：００～１２：３０ 

おはなし会読み聞かせ 

図書館視聴覚室 

人形劇団むすび座 
「いたいいたいのとんでけ」 
「まあちゃんのきぼう」 

人形劇団パン 
「へっこき ばっさま」 
「パペットボードビル」 
「王子さまの耳はロバの耳」 

公民館講堂 図書館会議室 ところ 
とき 
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■
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人 

　
昭
和
６０
年
９
月
１２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
１７
年
５
月
２９
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
転
入
届
を
し
）
、
引
き
続
き
平
成
１７
年
８
月
２９

日
ま
で
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
で

す
。 

■
転
入
・
転
出
さ
れ
た
人 

　
平
成
１７
年
５
月
３０
日
以
降
に
岩
倉
市
へ
転
入
さ

れ
た
人
の
選
挙
権
は
前
住
所
地
に
あ
り
ま
す
の
で
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
岩
倉
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
た
人
で
平
成
１７
年
５
月
３０
日
以
降
に
転
出
さ
れ

た
人
は
、
新
住
所
地
で
は
ま
だ
選
挙
権
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
岩
倉
市
に
お
い
て
属
し
て
い
た
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
５
月
３０
日
〜
６
月
１
日
に
転
入
・
転
出
さ
れ
た

人
は
、
取
り
扱
い
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

■
期
日
前
投
票 

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む
を
得
な
い
理

由
で
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
投
票
日
の
前
日

ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。 

●
期
日
前
投
票
期
間
・
時
間
　
８
月
３１
日
　
〜
９

月
１０
日
　
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時
（
土
・

日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
） 

※
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
９
月
４
日

　
か
ら 

●
期
日
前
投
票
場
所
　
市
役
所
２
階
会
議
室
１ 

　
期
日
前
投
票
に
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
（
未
着
の
場
合
は
不
要
で
す
）
。 

　
な
お
、
出
張
や
里
帰
り
な
ど
で
、
期
日
前
投
票

期
間
お
よ
び
投
票
日
と
も
岩
倉
市
に
不
在
の
人
は
、

滞
在
先
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
選
挙
人
で
障
害
の
程
度
が
そ
れ
ぞ

れ
次
の
表
に
該
当
す
る
人
、
介
護
保
険
法
上
の
要

介
護
者
で
介
護
保
険
証
に
要
介
護
５
の
記
載
が
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。 

　
郵
便
で
不
在
者
投
票
す
る
た
め
に
は
、
前
も
っ

て
郵
便
投
票
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人 

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
入
院
し
て
い
る
人
で
、
投

票
日
当
日
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合
は
、
指
定

の
病
院
・
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
長
ま
た
は
、

施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

■
代
理
投
票 

　
文
字
の
書
け
な
い
人
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

厳
正
な
立
ち
会
い
の
も
と
に
係
員
が
あ
な
た
の
投

票
し
た
い
候
補
者
の
名
前
を
代
筆
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
点
字
の
で
き
る
人
は
、
点
字
投
票
も
で

き
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

■
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
あ
わ
せ
て
、
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
国
民
審
査
の
投
票
用
紙
に
は
裁
判
官
の
氏
名
が

印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。 

★
や
め
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
思
う
裁
判
官
に
は
、

何
も
書
か
な
い
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
や
め
た
方
が
よ
い
と
思
う
裁
判
官
に
は
、
そ
の

裁
判
官
の
氏
名
の
上
の
欄
内
に
「
×
」
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。 

★
「
×
」
の
記
号
以
外
の
事
項
を
書
い
た
も
の
、

「
×
」
の
記
号
を
ゴ
ム
印
な
ど
で
押
し
た
も
の
な

ど
、
裁
判
官
に
「
×
」
を
つ
け
た
の
か
確
認
で
き

な
い
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
。 

※
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
期
日
前
投
票

は
、
投
票
期
間
が
異
な
り
、
９
月
４
日
　
か
ら
１０

日
　
ま
で
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
３
８

―
５
８
２
３
）
ま
で
。 

（水） 

（土） 

（日） 

（日） 

（土） 

●投 票 日　９月１１日（日） 

●投票時間　午前７時～午後８時 

第
４４
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 
第
４４
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

　
衆
議
院
の
解
散
に
伴
う
総
選
挙
が
９
月
１１
日
　
に
行
わ
れ
ま
す
。 

　
今
回
の
選
挙
は
、
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
（
岩
倉
市
は
第
１０
区
に
属
し
、
議
員
１
人
を

選
出
）
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
（
政
党
名
を
記
入
し
、
そ
の
得
票
数
に
応
じ
て
各
政
党

か
ら
議
員
を
選
出
）
の
２
種
類
の
投
票
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
れ
ら
２
つ
の
投
票
の
ほ
か
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
同
時
に
行
わ
れ

ま
す
。
投
票
所
で
は
３
種
類
の
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
は
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

（日） 

投票用紙の色は 

次のように分かれています。 

①小選挙区選出議員選挙 

　　　･････････うすい桃色 

②比例代表選出議員選挙 

　　　･････････うすい水色 

③最高裁判所裁判官国民審査 

　　　･････････白色 

 

両下肢・体幹 

移動機能 

心臓・じん臓・呼吸器・ 

ぼうこう・直腸・小腸 

免疫 

１級・２級 

１級・３級 

１級～３級 

交付手帳名 

障害の種類 
身体障害者手帳 戦傷病者手帳 

特別項症から 

第２項症まで 

特別項症から 

第３項症まで 
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北第一投票所 北第二投票所 

中第二投票所 中第一投票所 天神投票所 上投票所 

中央投票所 南第二投票所 

下投票所 期日前投票場所　市役所2階　会議室1

西投票所 

東投票所 

南第一投票所 

八剱町 

名神高速道路 
名神高速道路 

井上町 （　　） 神野町 
石仏町 （　　） 

大 市 場 町  

昭和町一丁目・二丁目 
下　本　町 （　  　　） 

中本町 西市町 
鈴井町 
泉　町 
宮前町 

下本町 
上市場 （　   ） 

稲　荷　町 

昭和町三丁目 
曽　野　町 （　   　 ） 

（　   ） 

大 地 町  
大地新町 
川 井 町  
南 新 町  

（　     ） 北島町 

（東新町） 

野寄町 （　   ） 

東　町 
中野町 
北　口 
門　前 

（　   ） 

栄　町 
中央町 
旭　町 
新柳町 

（　   ） 

大 山 寺 町  
大山寺元町 
大山寺本町 
五　条　町 

（　   　 ） 

五
条
川 

八
剱
会
館 

石
仏
会
館 

明治橋 国道１５５号線 

石
仏
駅 

岩
倉
駅 

至
岩
倉
団
地
　 

五
条
川
　 

国道１５５号線 

第三児童館 

地域交流センター地域交流センター 
くすのきの家くすのきの家 

地域交流センター 
くすのきの家 

神明 
生田神社 

信用金庫 

神明大一社 JA

商工会館 旗屋 

西
市
バ
ス
停 

岩
倉
北 

小
学
校 

名
鉄
犬
山
線

名
鉄
犬
山
線 

名
鉄
犬
山
線 

名
鉄
犬
山
線 

第
二
児
童
館 

（
天
神
公
園
内
） 

岩倉北 
小学校 

新
溝
神
社 

大上市場会館 

岩倉市役所岩倉市役所 岩倉市役所 

名
鉄
犬
山
線 

至
下
本
町 

名
鉄
犬
山
線 岩

倉
駅 

北島町 
公会堂 

白
髭
神
社 

野寄 

至
中
市
場 

県　道 

矢
戸
川 

グ
ラ
ウ
ン
ド 

団
地
集
会
所 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

　
　
　
　

　
　
　
　  

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

　
　
　
　  

セ
ン
タ
ー 

至北島 至下本町 

南新町 

名
古
屋
江
南
線

名
古
屋
江
南
線 
名
古
屋
江
南
線 

石塚 
ガラス 

歩道橋歩道橋 

岩倉岩倉 
南小学校南小学校 

歩道橋 

岩倉 
南小学校 

八百屋 

中部電力 

神
明
社 

す
し
屋 第七児童館第七児童館 第七児童館 

大山寺教会 

大
山
寺
駅 

曽
野
団
地 

名
鉄
犬
山
線 

休憩所 
喫煙所 

トイレ 

トイレ 

多
目
的 

ト
イ
レ 

会議室２ 

期日前投票場所 エレベーター 
ロビー 

相
談
室
４ 

相
談
室
５ 

庭園 
 

レストラン 

エスカレーター 吹抜 
 

税務課 

児童課 
会議室1

東玄関 

エレベーターエレベーター 
 

エレベーター 
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー 

至南小至南小 至南小 

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
や
む
を
得
な
い
理

れ
次
の
表
に
該
当
す
る
人

介
護
保
険
法
上
の
要

　
ま
た

点
字
の
で
き
る
人
は

点
字
投
票
も
で

）
ま
で

 

ご確認ください 

開　票 

（主な行政区または、町名で記載してあります） 

（☎３８－５８２３）まで。 
●問合先　岩倉市選挙管理委員会 

●と　き　９月１１日（日）午後９時～  
●ところ　岩倉市立体育館（岩倉北小学校内） 

あなたの投票所 

平日5時以降および土・日曜日、祝日は、エスカレーターか西側の 
エレベーターをご利用ください。 

※選挙人は参観ができます。 
　当日は混雑が予想されますので、係員の指示 
　に従い、会場では静粛にしてください。 
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市
民
税
非
課
税
世
帯 

市
民
税
非
課
税
世
帯 

、

ー

平成１７年１０月１日から 
介護保険制度「施設サービスの居住費、食事の利用者負担」が見直しされます！ 

　平成１２年度の介護保険制度施行後、初めての大幅改正となる改正介護保険法が６月２２日に成立しました。この見直しは、
原則として平成１８年４月からの実施となりますが、「施設給付の見直し」については、今年１０月から実施されます。見直し
内容については、以下のとおりです。 

何が見直しされるでしょうか？ 
　介護保険を利用している人の居住費と食費が全額自己負担となります。居住費とは、施設の利用代（原価償却費）＋電気、ガ
ス、水道等の光熱水費に相当する費用で、食費とは、食材料費＋料理コストに相当する費用です。ただし、栄養管理は保険給付
の対象になります。 

（注１）表中の（ ）内は、ユニット型の個室（食堂・リビングの共同生活ルームを囲むようにした個室）の場合 
（注２）表の金額は、要介護５の人が甲地に建てられた施設を利用した場合の負担額 

所得の低い人に対する軽減はありますか？ 
　制度の見直しに当たっては、居住費・食費の負担が低所得者にとって過重な負担とならないよう「特定入所者介護サービス費」
（申請が必要です）を創設し、所得に応じた負担限度額を設けます。また「高額介護サービス費」の設定の見直し等により、軽減
を図っていくことが決まっていますが、詳細な制度の内容等については、今後お知らせしていきます。 
●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 

利用者負担になるものは？ 

利用者負担のめやすは？ 

対象施設およびサービス 現行 改正後 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホー
ム）、介護老人保健施設、介護療養型
医療施設、短期入所介護 

介護サービス費の１割＋日常生活費＋
食事代の一部 

介護サービス費の１割＋日常生活費＋
食事代の全額＋居住費の全額 

通所介護（デイサービス）、通所リハ
ビリテーション（デイケア） 

介護サービス費の１割＋日常生活費＋
食事代の一部 

介護サービス費の１割＋日常生活費＋
食事代の全額 

特別養護老人ホームの入所者における利用者負担の変化　　（単位：万円／月） 

保険外に 

介護老人保健施設の入所者における利用者負担の変化　　（単位：万円／月） 

利
用
者
負
担
の
上
限
を
設
定 

１割負担 １割負担 居住費 食費 
利用者 
負担計 

１.５ ― 
（２．０～３．０） １.０ 

２．５ 

２．５ 

― 
（３．０～４．０） 

― 
（３．０～４．０） １．５ 

１．５ 

利用者 
負担計 

２.５ 
（４．５―５．５） 

４．０ 
（７．０―８．０） 

４．０ 
（７．０―８．０） 

５．６ 
（９．７―１０．７） 

３．０ 
（３．１） 

― 
（４．０～５．０） ２．６ 

改正後の 
利用者負担段階 

（例）生活保護受給者等 

居住費 食費 

（例）所得＋課税年金額が 
８０万円以下の人 

（例）課税年金額８０万円超 
２６６万円未満の人 

（例）年金額が２６６万円を超える人 

２．５ 
（５．０） １．５ 

３．７ 
（５．２） 

５．５ 
（９．５） 

１．５ 

２．５ 

８．１ 
（１２．８） 

２．９ 
（２．６） 

０ 
（２．５） １．０ 

１．０ 
（２．５） 

１．０ 
（５．０） 

１．２ 

２．０ 

【現　行】 【見直し後】 

利用者と施設の 
契約により設定 

保険外に 

利
用
者
負
担
の
上
限
を
設
定 

１割負担 １割負担 居住費 食費 
利用者 
負担計 

１.５ １.０ 

２．５ 

２．５ １．５ 

１．５ 

利用者 
負担計 

２．５ 

４．０ 

４．０ 

５．９ ３．３ ２．６ 

改正後の 
利用者負担段階 居住費 食費 

２．５ 
（５．０） １．５ 

３．７ 
（５．２） 

５．５ 
（９．５） 

１．５ 

２．５ 

８．３ 
（１２．８） 

３．１ 
（２．６） 

０ 
（２．５） １．０ 

１．０ 
（２．５） 

１．０ 
（５．０） 

１．２ 

２．０ 

【現　行】 【見直し後】 

― 

― 

― 

― 

利用者と施設の 
契約により設定 

１．０ 
（６．０） 

４．２ 

１．０ 
（６．０） 

４．２ 

第１段階 
 

第２段階 

第３段階 

第４段階以上 

（例）生活保護受給者等 

（例）所得＋課税年金額が 
８０万円以下の人 

（例）課税年金額８０万円超 
２６６万円未満の人 

（例）年金額が２６６万円を超える人 

第１段階 
 

第２段階 

第３段階 

第４段階以上 

（参考）標準的なケース 

（参考）標準的なケース 
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岩
倉
市
で
は
、
今
年
１０
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
の
収
集
を
開
始
し
ま
す
。 

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
包
装
と
は 

　
商
品
を
入
れ
た
容
器
や
包
装
で
商
品
が
消
費
さ

れ
た
り
、
分
離
さ
れ
た
場
合
に
不
要
と
な
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
で
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

★
ボ
ト
ル
類
…
シ
ャ
ン
プ
ー
・
薬
な
ど
の
ボ
ト
ル 

★
ポ
リ
袋
、
ラ
ッ
プ
類
…
食
品
・
衣
料
品
な
ど
の

袋
や
レ
ジ
袋
・
ラ
ッ
プ 

★
カ
ッ
プ
類
、
パ
ッ
ク
類
…
カ
ッ
プ
め
ん
や
プ
リ

ン
・
卵
な
ど
の
カ
ッ
プ
や
パ
ッ
ク 

★
ト
レ
イ
類
…
果
物
・
惣
菜
・
生
鮮
食
品
な
ど
の

ト
レ
イ 

★
そ
の
他
…
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
緩
衝
材
・
キ
ャ

ッ
プ
・
果
物
や
野
菜
の
ネ
ッ
ト
な
ど 

　
な
お
、
分
別
に
あ
た
っ
て
は
、

マ
ー
ク
（
下
）
を
目
印
と
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
マ
ー
ク
が
付
い
て

い
る
も
の
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。 

　
な
お
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
バ
ケ
ツ
や
お
も
ち

ゃ
な
ど
の
製
品
そ
の
も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

●
１０
月
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源

の
出
し
方
は 

　
ま
ず
、
新
た
に
市
の
指
定
収
集
袋
と
な
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
収
集
袋
を
市
内
の
取

扱
店
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
市
指
定
の
収
集
袋
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、木
曜
日（
南
部
地
域
）

ま
た
は
、
金
曜
日
（
北
部
地
域
）
に
集
積
場
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
（
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
の
集
積

場
と
同
じ
で
す
）
。 

１０
月
か
ら
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
と
一
緒
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
入
れ
な
い
で 

　
１０
月
か
ら
は
、
水
曜
日
の
燃
や
し
て
は
い
け
な

い
ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
資
源
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

●
１０
月
か
ら
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
食
品
ト
レ
イ
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
と
な
り
ま
す 

　
現
在
、
月
に
１
回
の
地
区
の
分
別
収
集
で
回
収

し
て
い
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
食
品
ト
レ
イ
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
収
集
袋
に
入
れ

て
集
積
場
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
１０
月
か
ら
は
、

分
別
収
集
で
の
回
収
は
い
た
し
ま
せ
ん
。 

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
分
別
収
集
へ 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

資
源
収
集
袋
に
は
入
れ
な
い
で
、
引
き
続
き
分
別

収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
１０
月
か
ら
集
積
場
に
出
す
ご
み
と
資
源
は
す
べ

て
市
指
定
の
袋
で 

　
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
」
「
燃
や
し
て
は
い

け
な
い
ご
み
」
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資

源
」
は
１０
月
以
降
い
ず
れ
も
指
定
の
収
集
袋
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在
の
推
奨
袋
も
「
燃

や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」
の
指
定
収
集
袋
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
資
源
と
し
て
収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
は 

①
パ
ッ
カ
ー
車
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
は
、
中
間
処
理
施
設
に
運

ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で
作
業
員
の
手
に
よ
り
異
物
が

取
り
除
か
れ
、
圧
縮
し
容
積
を
少
な
く
し
て
保
管

さ
れ
ま
す
。 

②
中
間
処
理
施
設
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
に
運
び
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
機
械
で
再

び
異
物
を
取
り
除
き
粒
状
に
形
を
整
え
造
粒
物
を

作
り
ま
す
。 

③
造
粒
物
を
石
炭
と
混
ぜ
て
コ
ー
ク
ス
炉
へ
入
れ

熱
分
解
処
理
を
行
い
ま
す
。
熱
分
解
処
理
に
よ
り

石
炭
と
同
じ
よ
う
に
炭
化
水
素
油
、
コ
ー
ク
ス
と

コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
が
回
収
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
コ
ー
ク
ス

炉
は
密
閉
し
た
炭
化
室
と
な

っ
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
無
酸
素
状
態
の
ま
ま
加
熱

す
る
こ
と
で
熱
分
解
し
ま
す
。

従
っ
て
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

④
熱
分
解
処
理
に
よ
り
回
収

さ
れ
た
炭
化
水
素
油
（
全
体

の
４０
㌫
）
、
コ
ー
ク
ス
（
全

体
の
２０
㌫
）
と
コ
ー
ク
ス
炉

ガ
ス
（
全
体
の
４０
㌫
）
を
そ

れ
ぞ
れ
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

炭
化
水
素
油
は
化
成
工
場
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
等
の
化

学
原
料
に
再
商
品
化
さ
れ
容

器
包
装
物
や
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
塗
料
、
樹
脂
ペ

レ
ッ
ト
等
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
ク
ス
は
排
熱
回
収

後
に
高
炉
へ
投
入
し
鉄
鉱
石
の
還
元
剤
と
し
て
利

用
し
ま
す
。
コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
は
製
鉄
所
で
発
電

等
に
利
用
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
岩
倉
市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
　
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
委
託
し
ま
す
。
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
は
、
毎
年
度
入
札
に
よ
り
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
を
選
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
１８

年
度
以
降
は
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
清
掃
事

務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

（財） 

１０
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

製
容
器
包
装
資
源
の
収 

集
を
開
始
し
ま
す 

所
　

を
●

　認知症高齢者やひとり暮らし高齢者が増加する中、１人ひとり
ができる限り住み慣れた地域での生活を継続できるよう、地域の
特性やニーズに応じた多様なメニューを柔軟に提供することをめ
ざし、「地域密着型サービス」が創設されます。 
　具体的なメニューには、現在、デイサービスに通っている人が、
本人の体調や家族の状況によりそこに泊まることができ、また、
デイサービスに来られない場合には、職員が訪問してその支援を
行うという新しい「小規模多機能型居宅介護」サービスなどがあ
り、市町村が地域のニーズに応じて、計画的にサービス基盤を整
備していきます。 
●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 

介護保険制度改正内容のポイント 
ポイント「新たなサービス体系の確立」地域密着型サービスの創設 

　プラスチック製容器包装資源の収集開始に伴う下本町区の地区説明会日程
のうち、９月１１日（日）は、会場の第三児童館が第４４回衆議院議員総選
挙の投票所として使用されることとなったため、９月１８日（日）午前１０
時からに変更させていただきます。ご理解をお願いいたします。 

地区説明会の開催日時を変更します 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

      

事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、
地
区

の
ご
み
集
積
場
に
出
せ
ま
せ
ん 

　
岩
倉
市
が
行
う
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
」「
燃

や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
資
源
（
１０
月
１
日
か
ら
実
施
）
」
お
よ

び
分
別
収
集
ご
み
の
収
集
は
、
一
般
の
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
ご
み
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
商
店
、

事
業
所
、
工
場
な
ど
で
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
出

る
ご
み
（
事
業
系
ご
み
）
は
、
事
業
者
が
責
任
を

持
っ
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律 

第
３
条
第
１
項 

　
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た

廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法 

　
産
業
廃
棄
物
で
は
な
い
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物

の
処
理
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
市
の
許
可
業
者
（
表
）
に
委
託
す
る
。 

②
事
業
者
自
ら
が
直
接
、
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
環

境
セ
ン
タ
ー
（
小
牧
市
大
字
野
口
地
内
）
に
搬
入

す
る
。 

③
自
家
処
理
施
設
で
処
理
す
る
。 

　
な
お
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の

許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委
託
し

て
く
だ
さ
い
。 

事
業
系
ご
み
収
集
袋
を
お
使
い
く
だ
さ
い 

　
８０
㌢
×
９０
㌢
と
大
き
め
の
サ
イ
ズ
で
す
。
事
業

者
に
限
り
市
内
の
取
扱
店
で
、
１
セ
ッ
ト
１０
枚
を

２
０
０
円
（
税
込
）
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま

す
。
詳
し
く
は
岩
倉
市
商
工
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　 

　
な
お
、
こ
の
袋
で
は
一
般
の
ご
家
庭
の
ご
み
は

出
せ
ま
せ
ん
（
市
は
収
集
し
ま
せ
ん
）
の
で
、
事

業
者
以
外
は
市
の
指
定
袋
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

●
事
業
系
ご
み
問
合
先 

★
事
業
系
一
般
廃
棄
物
…
岩
倉
市
清
掃
事
務
所

（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
た
は
、
小
牧
岩
倉
衛

生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
６
８
―
７
９
―

１
２
１
１
）
ま
で
。 

★
事
業
系
ご
み
収
集
袋
…
岩
倉
市
商
工
会
事
務
局

（
☎
６
６
―
３
４
０
０
） 

★
産
業
廃
棄
物
…
愛
知
県
尾
張
事
務
所
廃
棄
物
対

策
課
（
☎
０
５
２
―
９
６
１
―
８
３
４
０
）
ま
た

は
、
愛
知
県
産
業
廃
棄
物
協
会
（
☎
０
５
２
―
３

３
２
―
０
３
４
６
）
ま
で
。 

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ 

事
業
系
ご
み
は
適
正
に
処
理 

し
ま
し
ょ
う 

一般廃棄物処理業許可業者 
 

第一環境㈱ 

㈲伸和環境 

㈲横井金属 

㈲ホテイクリーン 

木曽川環境クリーン㈱ 

ミナミ産業㈱ 

大和興業㈱ 

㈲シンセイ 

大和エンタープライズ㈱ 

東海装備㈱ 

㈲ケーアイ 

やまもと企画㈱ 

福田三商㈱ 

㈱アイホク 

㈱愛北産業 

共栄サービス 

㈲コスモテクノ 

林作成 

㈱富士商行 

㈲クリーンエース 

㈲福芳 

トーエイ㈱ 
※家電５品目のみ 

㈱中部クリーンシステム 

㈱小牧宮崎 

クラブネッツ 

エコム カワムラ㈱ 

大成環境㈱ 

㈱幸商 

０５６８―７２―２３００ 

０５６８―４１―４１９２ 

３７―３６００ 

５６―４０２８ 

０５８６―８６―８２７１ 

０５２―５０３―２９１１ 

０５６８―８８―００１０ 

０５８６―６９―３０５６ 

５４―４６１２ 

０５２―８４１―８６２７ 

０５６８―２４―０２７９ 

０５７４―６５―８３５３ 

０５２―８２５―２１１１ 

６６―２１１２ 

６６―２１１３ 

０５８６―８６―９３３９ 

０５２―７９６―３６３３ 

０５８６―４６―５１５１ 

０５２―７４５―５５５８ 

０５８６―７５―３３３９ 

０５２―４４５―２４６１ 

０５６２―８３―３８８０ 

５５―０３０９ 

０５６８―７３―４１７１ 

６６―５２４１ 

０５８４―６８―２０３３ 

０５６８―７８―０２７７ 

６６―５４２８ 

小牧市久保一色南２―１２０ 

小牧市久保一色南２―２５４―２ 

鈴井町観音寺８―１ 

江南市安良町地蔵７８ 

一宮市木曽川町黒田字松山東 
南ノ切５６ 

名古屋市西区市場木町１７４―２ 

春日井市神屋町２２９８―３４７ 

一宮市明地字東下城７８―１ 

江南市上奈良町久保１４４ 

名古屋市瑞穂区大喜町５―１７ 

西春日井郡西春町大字沖村字 
権現５ 

岐阜県可児市塩河１０５４―１ 

名古屋市南区千竃通２―１４―１ 

曽野町７０９ 

曽野町７０９ 

一宮市木曽川町黒田字中野黒 
１９０ 

名古屋市守山区西川原町８２ 

一宮市大和町妙興寺仏供田４５ 
ブランハイツＡ 

名古屋市千種区今池３―３５―１ 

一宮市あずら１―３―１５ 

海部郡美和町木田字西新五領 
３６―１ 

知多郡東浦町大字藤江字 

ヤンチャ２８―１ 

江南市中般若町東１０ 

小牧市元町４―１０ 

下本町真光寺４―１ファミール 
岩倉１０２ 

岐阜県安八郡輪之内町里 

８５―３ 

小牧市大字林字西山１９０９―７ 

八剱町大坪５４ 

業者名 住　所 電話番号 
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●
市
政
の
窓
●
 

       

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

を
市
役
所
駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。 

●
と
き
　
１０
月
１６
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
（
雨
天

の
場
合
は
２３
日
　
に
延
期
） 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

●
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗
（
先
着
順
） 

●
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
当
た
り
間
口
３
㍍
×

奥
行
２
㍍
の
予
定 

●
募
集
期
間
　
９
月
１６
日
　
〜 

●
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
で
、

高
校
生
以
上
の
個
人 

●
出
店
費
用
　
無
料 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】 

　
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
品
物
、
営
利
を

目
的
と
し
た
物
を
販
売
す
る
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。 

※
申
込
時
に

内
容
を
確
認

の
う
え
、
販

売
を
ご
遠
慮

願
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

●
申
込
方
法

　
商
工
農
政

課
窓
口
に
用

意
し
て
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
１
人
に
つ
き

１
店
舗
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
私
道
の
整
備
を
す
る
人
に
、
工

事
費
用
の
６
割
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
私
道
の
舗

装
、
側
溝
工
事
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
側
溝
工
事
の
み
の
場
合
は
、
補
助
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

●
対
象
と
な
る
私
道 

①
道
路
幅
は
、
１
・
５
㍍
以
上
。
た
だ
し
、
道
路

の
１
端
が
行
き
止
ま
り
の
も
の
（
延
長
が
１５
㍍
以

上
私
道
に
接
し
た
土
地
利
用
で
家
屋
が
３
戸
以
上

の
も
の
に
限
る
）
に
あ
っ
て
は
、
道
路
幅
が
２
㍍

以
上 

②
私
道
に
面
し
て
家
屋
が
４０
㌫
以
上
連
な
っ
て
い

る
こ
と 

③
日
常
生
活
に
利
用
し
て
、
８
年
以
上
経
過
し
て

い
る
こ
と 

●
補
助
率
　
整
備
工
事
費
の
６０
㌫ 

●
申
請
書
類
　
私
道
整
備
工
事
費
補
助
金
交
付
申

請
書
を
、
土
木
課
維
持
管
理
係
で
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。 

●
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
３
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
家
庭
や
事
業
所
の
生
け
垣
づ
く

り
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
生
け
垣
　
住
宅
・
店
舗
・
事
業
所

な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
、
借
地
権
者
が
設
け
る
も

の
で
、
公
道
に
面
し
た
延
長
２
㍍
以
上
の
生
け
垣

で
、
地
面
か
ら
９０
㌢
以
上
の
高
さ
が
あ
る
樹
木
を

延
長
１
㍍
に
つ
き
２
本
以
上
植
え
、
柵
や
支
柱
な

ど
で
固
定
す
る
も
の
が
対
象
で
す
。 

　
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
の
基
礎
の
上
に
設
置
す
る
と

き
は
、
こ
の
基
礎
の
高
さ
が
、
住
宅
地
等
の
地
盤

面
か
ら
５０
㌢
以
下
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。 

●
補
助
率
と
限
度
額 

★
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
壊
し
て
造
る
と
き
…

塀
の
取
り
壊
し
と
、
生
け
垣
設
置
に
か
か
る
経
費

の
合
計
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た
り
７
千

円
、
１
件
当
た
り
１０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。 

★
新
た
に
設
置
す
る
と
き
…
設
置
経
費
の
２
分
の

１
以
内
で
、
１
㍍
当
た
り
５
千
円
、
１
件
当
た
り

６
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。 

　
な
お
、
工
事
着
手
前
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

●
申
請
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
４
）
ま
で
。 

い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

出
店
者
を
募
集
し
ま
す 

私
道
整
備
工
事
費
を 

補
助
し
ま
す 

生
け
垣
づ
く
り
に
補
助
金 

を
交
付
し
ま
す 

（日） 

（日） 

（金） 

高齢者の皆さん 

悪質リフォームなどに注意しましょう 
　現在、住宅リフォームなどに関して悪質な事業者に

よる高齢者を中心とした消費者トラブルが大きな社会

問題になっています。中には、認知症高齢者が受ける

被害のように判断能力が低下していることにつけ込み

次々と契約を迫る極めて悪質な例もあります。こうし

たトラブルを未然に防ぐため、契約を急がされてもす

ぐに決めず、複数の事業者から見積書をもらって価格

や内容を比較したり、家族や知人などによく相談する

ことが大切です。 

 岩倉市では、地域の高齢者と介護者の身近な相談場

所として在宅介護支援センターを設置しています。在

宅介護支援センターでは生活する上での不安の解消の

ため２４時間対応で相談を受け付けています。 

　悪質リフォームなどについては、お早めに尾張県民

生活プラザ、市民相談室、在宅介護支援センターなど

身近な相談窓口にご相談ください。 

●問合先　尾張県民生活プラザ（☎０５８６―７１―

０９９９）、市民相談室（☎３８―５８２２）、岩倉

中央在宅介護支援センター(☎３８―０３０３)、岩倉

市在宅介護支援センター（☎３８―１１１１）、岩倉

東部在宅介護支援センター（☎６６―６６５５）、生

きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 
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市
政
の
窓
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下
水
道
に
接
続
す
る
と
ど
う
な
る
の
？ 

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
各
家
庭
が
下
水
道
に
接

続
す
る
と
、
日
常
生
活
で
使
っ
た
水
や
し
尿
は
、

「
汚
水
」
と
し
て
下
水
道
管
に
流
れ
、
下
水
道
処

理
場
に
集
め
ら
れ
て
浄
化
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
川

に
戻
さ
れ
海
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
は
じ
め
、
「
汚
水
」
が
直
接

下
水
道
管
に
流
れ
る
の
で
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を

防
ぎ
、
道
路
の
側
溝
も
き
れ
い
に
な
り
、
清
潔
で

快
適
な
生
活
環
境
が
作
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
川
や

海
な
ど
を
き
れ
い
に
す
る
水
質
保
全
の
役
割
も
担

っ
て
お
り
、
水
環
境
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
働
き
を

し
て
い
ま
す
。 

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
ま
し
ょ
う 

　
市
内
で
は
、
下
水
道
整
備
が
進
め
ら
れ
、
下
水

道
が
使
用
で
き
る
区
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
（
次

頁
図
参
照
）
。
今
年
度
も
、
大
地
新
町
、
中
央
町
、

旭
町
の
各
一
部
に
下
水
道
本
管
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
工
事
に
あ
た
り
交
通
規
制
等
を
行
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
現
在
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で
は
８
割

を
超
え
る
人
が
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
環
境
の
た
め
に
も
、
ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ

れ
て
い
な
い
人
は
、
接
続
工
事
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
は 

★
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
…
す
み
や
か
に
下
水

道
に
接
続
工
事(

宅
内
の
排
水
設
備
工
事)

を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

★
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合
…
３
年
以
内

に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
下
水
道
に
接
続
工
事

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
こ
の
工
事
は
岩
倉
市
が
指
定
し
た
工
事

店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
表

の
「
指
定
工
事
店
」
に

工
事
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。 

一
度
に
お
金
が
か
か
る

の
は
ち
ょ
っ
と
大
変
と

い
う
人
に 

　
下
水
道
の
排
水
設
備

工
事
を
行
う
場
合
は
、

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

（
利
子
は
市
が
負
担
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
人
は
指
定
工
事

店
を
通
じ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
融
資
を
受
け

る
に
は
下
水
道
を
使
用 

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
３
年
以
内
に
行
う

接
続
工
事
が
対
象
と
な

９
月
１０
日
は
下
水
道
の
日
で
す 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に 

下
水
道
接
続
を
！ 

㈲新井工業 新柳町２―５６ ３７―０３５３ 
㈱イチテック岩倉支店 西市町西市２６メゾンサクライ１０２号 ３７―３４４１ 
伊藤水道工業㈱岩倉支店 中本町古市場５３―３ ３７―１３４５ 
井戸惣工業㈱ 江南市東野町郷前西１１ ５６―２４７２ 
㈲今井工業所 一宮市桜１―１７―１０ ０５８６―７２―７７１２ 
㈲内田水道設備工事店 小牧市若草町１０ ０５６８―７５―０８４８ 
㈱江口組 中本町西出口１ ６６―５１０８ 
㈱エスケーシー 豊田市吉原町鶴喰６８ ０５６５―５４―１７４６ 
㈱大崎工務店岩倉支店 中央町３―１５ ３７―４８３４ 
㈲岡田工業 海部郡蟹江町学戸４-６ ０５６７―９５―８６８３ 
㈱小川工業 江南市高屋町大門９９―２ ５５―９０４１ 
協立設備工業㈱ 名古屋市千種区高見１―１８―９ ０５２―７５１―２００４ 
栗本土木㈱ 八剱町１７２１―１ ６６―３３３３ 
㈱光栄設備 大府市共西町７―３６０ ０５６２―４８―３３４４ 
後藤設備 一宮市泉１―２―７ ０５８６―７２―８５６１ 
㈲小森管工 神野町川添１６―２ ３７―５８２３ 
サカイ技研㈱一宮工場 一宮市丹陽町九日市場字中田１６１ ０５８６―８１―５６５０ 
桜井工業㈱ 西市町西野 ２々０ ３７―２２０５ 
㈱佐藤水工社 小牧市小木５―４３６ ０５６８―７３―４１９１ 
㈲佐藤設備 西春日井郡師勝町大字六ツ師字松葉１１５ ０５６８―２２―５７２６ 
㈱ジェーケー・サービス 江南市古知野町熱田２０ ５４―０５００ 
昭和土建㈱岩倉支店 大地新町１―８４  ３７―６６２５ 
㈲関戸建設 西市町新田１９ ６６―２１９１ 
関戸工業㈱ 西市町桝東１０―２ ６６―６３３６ 
㈱大栄企業 中本町南白山１―１５ ６６―３３２１ 
㈲大永設備 西春日井郡西春町大字西之保字青野２４ ０５６８―２２―８２１９ 
大興建設㈱岩倉支店 新柳町１―２７ ６６―０７９２ 
㈲ダイワ設備 名古屋市西区五才美町１９５―２ ０５２―５０４―６１８０ 
竹内建築㈱ 東町長山１８―１ ６６―２１１８ 
㈱タテビシ 本町宮東２８―２ ３７―２７３４ 
中日土木㈱岩倉支店 八剱町６６―１ ６６―７７５８ 
中部オーケー商事㈱ 名古屋市名東区植園町１―４１植園１０１号 ０５２―７０４―２５８８ 
㈲富田設備 名古屋市守山区新守西２００３ ０５２―７９１―４６７６ 
㈱永井組岩倉支店 曽野町中街道６１７―１ ６６―６４００ 
永井建設工業㈱岩倉支店 北島町１３４８ ６６―７８４０ 
㈲永田設備工業 一宮市今伊勢町宮後字東茶原４２―５ ０５８６―４６―２８８８ 
㈱丹羽組 神野町縄境７ ３７―７０００ 
㈱丹羽工務店 大市場町郷廻２３４ ６６―０５５０ 
㈱長谷川組岩倉支店 稲荷町羽根１２―６ ６６―５２２９ 
㈲八信建設 八剱町樋口１７―１ ３７―３９６２ 
ハヤカワ工業㈱ 一宮市桜２―２―１０ ０５８６―７１―４４７５ 
㈲日野設備 一宮市緑３―６―１ ０５８６―２４―２４５１ 
船橋設備㈱ 一宮市下沼町２―２１―３ ０５８６―７１―３００２ 
㈱間瀬設備工業 旭町２―３９―２ ３７―５７６７ 
㈱松本工務店 大市場町順喜２７―１ ６６―１１６８ 
㈱三学エンジニア 名古屋市名東区一社３―９７―１ ０５２―７８２―２２６０ 
御幸建設㈱岩倉支店 本町上郷前１９―３ ６６―７０１３ 
明生工業 一宮市大字春明字山前７０―１６ ０５８６―７６―２９３５ 
㈱ヤジマ 江南市宮後町砂場東２７３ ５４―０２２７ 
㈱山新設備 津島市唐臼町西島３３ ０５６７―３１―０４２７ 
㈲山本建設 野寄町７４ ３７―３６６６ 
㈲ユタカ設備 下本町西沼７０―２ ６６―１８６０ 
㈱吉田冷暖房工業所 名古屋市北区六が池町５６６ ０５２―９０１―４４７６ 
㈱渡邊組岩倉支店 石仏町たり４５ ６６―６４６２ 

平成１７年８月１日現在　　５４社 
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●
市
政
の
窓
●
 

下水道が使用できる区域 

下水道使用可能区域 

凡　　例 

今年度工事予定区域 

接
続
工
事
が
対
象
と
な

り
、
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。 

●
融
資
あ
っ
せ
ん
額 

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
３０
万
円
以
内
（
浄

化
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
、
１５
万
円
以
内
加

算
） 

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事

…
６０
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
、

３０
万
円
以
内
を
加
算
） 

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

　
せ
っ
か
く
の
下
水
道
も
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を

守
ら
ず
使
用
す
る
と
下
水
道
施
設
の
寿
命
を
縮
め

て
し
ま
い
ま
す
。 

　
下
水
道
を
使
用
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。 

①
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
溶
け
に
く
い
紙

を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

②
台
所
か
ら
残
飯
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
食
用
油
な
ど
を
流
す
と
油
脂
分

が
管
に
付
着
し
詰
ま
る
原
因
に
な
っ
た
り
、
下
水

処
理
場
に
悪
い
影
響
が
出
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。 

③
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油
な
ど
揮
発
性
の

高
い
危
険
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

④
マ
ス
な
ど
に
ご
み
や
砂
な
ど
を
入
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

悪
質
な
業
者
の
下
水
道
排
水
設
備
等
の
点
検
や
清

掃
な
ど
の
勧
誘
に
ご
注
意
を 

　
宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備
等
に
つ
い
て
、
点

検
や
清
掃
を
法
律
上
の
義
務
が
あ
る
よ
う
な
説
明

な
ど
を
し
て
、
各
家
庭
を
ま
わ
り
、
宅
地
内
の
マ

ス
を
点
検
し
て
、
「
排
水
管
が
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
」
「
清
掃
し
な
い
と
に
お
い
が
し
た
り
、
管
が

詰
ま
っ
て
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
」
な
ど
と
言

っ
て
、
清
掃
や
修
繕
工
事
を
勧
誘
す
る
業
者
が
見

受
け
ら
れ
、
作
業
後
に
業
者
か
ら
不
当
に
高
い
費

用
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

　
定
期
的
に
清
掃
、
点
検
す
る
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
市
で
は
、
依
頼
の
な
い
排
水
管
な
ど
の
点
検

や
、
排
水
管
の
清
掃
や
修
繕
工
事
の
あ
っ
せ
ん
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

●
こ
う
し
た
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に 

★
知
ら
な
い
業
者
が
点
検
に
き
て
も
見
さ
せ
な
い
。 

★
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
な
ど
、
相
手
の

身
元
を
確
認
す
る
。 

★
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
よ
く
検
討
す
る
。 

★
点
検
、
清
掃
時
に
別
の
商
品
な
ど
を
売
る
業
者

に
注
意
す
る
。 

●
問
合
先
　
下
水
道
課
排
水
設
備
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
５
）
ま
で
。 

㈲
㈱
伊
井
㈲
㈲
㈱
㈱
㈱
㈲
㈱
協
栗
㈱
後
㈲
サ
桜
㈱
㈲
㈱
昭
㈲
関
㈱
㈲
大
㈲
竹
㈱
中
中
㈲
㈱
永
㈲
㈱
㈱
㈱
㈲
ハ
㈲
船
㈱
㈱
㈱
御
明
㈱
㈱
㈲
㈲
㈱
㈱
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#

 

仲
間
と
輝
き
夢
中
に
な
れ
る
と
き
 

子
ど
も
リ
ズ
ム
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

  　
私
た
ち
、
子
ど
も
リ
ズ
ム
体
操
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
毎
週
水
曜
日
に
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

　
「
曲
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
と
り
、
踊

る
楽
し
さ
を
み
ん
な
に
わ
か
っ
て
欲
し

い
」
と
い
う
熱
い
気
持
ち
の
も
と
、
毎
回

元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
あ
と
、
曲
の
振
り
を

順
に
覚
え
て
い
き
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
曲

の
振
り
を
身
に
付
け
る
ま
で
は
相
当
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
途
中
で
自
信
を
無
く
し

て
し
ま
う
子
も
い
ま
す
。
「
や
る
気
に
な

れ
ば
少
し
ば
か
り
難
し
い
振
り
も
出
来
る

よ
う
に
な
る
」
そ
ん
な
事
を
子
ど
も
た
ち

に
言
い
、
励
ま
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
丁
寧

に
教
え
て
い
ま
す
。
 

　
練
習
は
２
つ
の
ク
 

ラ
ス
に
分
か
れ
て
行
 

っ
て
い
ま
す
。
１
〜
 

３
年
生
は
リ
ト
ル
、
 

４
〜
６
年
生
は
ジ
ュ
 

ニ
ア
と
称
し
て
い
ま
 

す
。
 

　
リ
ト
ル
は
も
 

保健師すこやか日誌 

～タバコ編～ 

岩倉市健康づくり計画「健康いわくら２１」 

　
先
回
の
す
こ
や
か
日
誌
で
ご
紹
介
し
た
健
康

づ
く
り
計
画
「
健
康
い
わ
く
ら
２１
」
の
中
で
、

今
回
は
「
タ
バ
コ
」
対
策
に
つ
い
て
計
画
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
 

み
ん
な
の
「
な
れ
た
ら
い
い
な
」
（
目
標
）
は

　
『
自
分
と
家
族
、
周
囲
の
健
康
を
守
る
た
め

に
喫
煙
者
と
受
動
喫
煙
を
減
ら
そ
う
』
 

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
市
民
の
取
り
組
み
 

①
禁
煙
・
分
煙
に
努
め
よ
う
。
②
妊
婦
と
子
ど

も
を
タ
バ
コ
の
害
か
ら
守
ろ
う
。
 

　
そ
こ
で
、
今

一
度
タ
バ
コ
・

喫
煙
習
慣
の
正

体
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
 

　
タ
バ
コ
に
は

２
０
０
種
類
以

上
の
有
害
物
質

が
含
ま
れ
、
タ
バ
コ
が
原
因
の
病
気
は
全
身
に

お
よ
び
ま
す
。
 

　
そ
れ
で
も
、
「
頭
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
か
ら
」

「
集
中
力
が
高
ま
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
タ

バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
「
タ
バ
コ
を
吸
う
と
頭

が
冴
え
る
」
と
い
う
の
は
錯
覚
で
す
。
タ
バ
コ

を
吸
え
ば
普
段
よ
り
も
覚
醒
レ
ベ
ル
が
上
が
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
時
間
タ
バ
コ
を
我

慢
し
て
い
る
と
、
血
液
中
の
ニ
コ
チ
ン
が
切
れ

て
覚
醒
状
態
が
下
が
る
の
を
タ
バ
コ
で
元
に
戻

し
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。
タ
バ
コ
は
脳
内
の

神
経
伝
達
物
質
（
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
ド
ー
パ

ミ
ン
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
）
の
分
泌
を
通
し
て
、
大
切

な
心
や
体
の
働
き
を
支
配
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

喫
煙
習
慣
の
本
質
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
で
す
 

　
日
本
で
は
タ
バ
コ
は
し
好
品
と
見
な
す
風
潮

が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
や
覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物
と
比
べ
、
禁
断
症
状

が
そ
れ
ほ
ど
目
立
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ニ
コ

チ
ン
の
依
存
性
の
強
さ
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
以
上
、

ヘ
ロ
イ
ン
並
み
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
強
く
、
喫

煙
習
慣
の
本
質
は
ヘ
ロ
イ
ン
級
の
薬
物
依
存
症

な
の
で
す
。
 

　
ま
た
、
タ
バ
コ
に
は
「
習
慣
性
依
存
」
も
あ
り

ま
す
。
生
活
の
中
に
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
が
組
み

込
ま
れ
て
い
て
、
食
後
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と
き

に
条
件
反
射
の
よ
う
に
吸
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
れ
が
「
習
慣
性
依
存
」
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

タ
バ
コ
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
と
習
慣
性
依
存
と
い
っ

た
２
つ
の
依
存
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
禁
煙
に
は

も
ち
ろ
ん
本
人
の
意
志
も
大
切
で
す
が
、
「
依
存

症
を
治
療
す
る
」
と
い
う
意
識
が
必
要
で
す
。
 

「
リ
セ
ッ
ト
禁
煙
」
に
注
目
！
 

　
こ
う
い
っ
た
タ
バ
コ
の
正
体
を
再
確
認
し
、

タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
気
持
ち
自
体
を
な
く
す
　

方
法
を
「
リ
セ
ッ
ト
禁
煙
法
」
と
い
い
ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
人
は
、
「
禁
煙
講
習
会
」
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
禁
煙
講
習
会
】
 

●
テ
ー
マ
　
「
こ
れ
で
あ
な
た
も
禁
煙
で
き
る

！
〜
リ
セ
ッ
ト
禁
煙
の
す
す
め
〜
」
 

●
対
象
　
現
在
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
お
よ

び
そ
の
家
族
、
関
心
の
あ
る
人
 

●
と
き
　
１０
月
３０
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

●
講
師
　
磯
村
　
毅
さ
ん
（
リ
セ
ッ
ト
禁
煙
研

究
会
医
師
、
名
鉄
病
院
呼
吸
器
科
）
 

※
こ
れ
を
機
会
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

と
い
う
人
に
は
、
保
健
師
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
禁
煙
教
室
」

を
同
時
に
開
始
し
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）
ま
で
。
 

（日） 

い
そ 

む
ら 

た
け
し 

か
く
せ
い
 

No.18
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#

オーストリアのお菓子 
岩倉市国際交流員 

オールベーグ　ビビエン 
OELBERG VIVIEN

す

 

　
リ
ト
ル
は
も
 

う
可
愛
く
て
と
 

て
も
に
ぎ
や
か
 

で
す
。
な
か
な
 

か
ま
と
ま
る
の
 

が
難
し
い
で
す
 

が
、
楽
し
く
踊
 

っ
て
い
る
姿
は
 

一
生
懸
命
で
愛
 

ら
し
い
で
す
。
 

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
 

方
は
踊
り
の
振
り
も
リ
ト
ル
よ
り
か
な
り

レ
ベ
ル
が
上
が
り
ま
す
。
早
い
動
き
や
ス

ロ
ー
な
動
き
が
混
ざ
り
、
そ
れ
な
り
に
表

現
力
な
ど
も
要
求
さ
れ
る
 

の
で
大
変
そ
う
で
す
が
、
１
曲
出
来
上
が

り
皆
で
踊
っ
て
い
る
姿
に
は
圧
倒
さ
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ダ
ン
ス
は
曲
に
合
わ

せ
て
踊
る
こ
と
で
皆
の
団
結
心
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
 

　
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
が
バ
ラ
バ
ラ
で

は
い
い
も
の
は
で
き
ま
せ
ん
。
仲
間
と
踊

る
こ
と
で
仲
間
意
識
が
で
き
、
自
信
も
つ

き
、
自
分
自
身
を
思
い
っ
き
り
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
。
 

　
毎
年
３
月
に
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
ダ
ン
ス
＆
体
操
発
表
会
」
が
あ
り
ま

す
。
発
表
会
に
向
け
て
今
か
ら
張
り
切
っ

て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
素
敵
な

衣
装
に
身
を
包
み
、
の
び
の
び
と
踊
り
輝

い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
を
ぜ

ひ
、
見
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。
き
っ
と
楽

し
め
る
と
思
い
ま
す
よ
。
 

●
問
合
先
　
船
橋（
☎
６
６
―
６
０
３
２
）

ま
で
。
 

　オーストリアでお菓子のことを別名「メールシュパイ
セ」といい、粉で作った食べ物という意味です。また、
ケーキやいろいろな甘いお菓子が有名です。例えば、ア
ップルパイ、チョコレートやナッツのケーキ、チーズク
リームパイなどがあります。マリレンクネーデル（アン
ズを小麦粉などで包んで茹でた団子風お菓子）や、カイ
ザーシュマーレン（パンケーキを一口大に食べやすく崩
して、パウダーシュガーをかけて、レーズンやプラムの
シロップ漬したものを付けて食べる）など甘いものが多
く、主食として食べられています。オーストリアは古く
からパンを大切にしてきたことから、種類も豊富です。
クロワッサンは日本にもありますが、クロワッサンとい
う名前には、大変面白い伝説があります。それは、１６８
３年にトルコ軍がウイーンを襲撃して、トルコ軍が負け
たのを祝って作られたそうです。パン屋さんは朝早い仕
事ですので、トルコ軍が襲撃してくるのを一早く察知し
て皆に知らせました。それで、そのことを記憶にとどめておくために、トルコの旗印の三日月をかたどったパンを作り
ました。その後オーストリアの女帝マリア・テレシアの娘マリー・アントワネットを通じてオーストリアからフランス
に渡り有名になり、クロワッサンデルネ（月の形）となったそうです。オーストリアで一番有名なケーキは、ザッハー
です。チョコレートのケーキで、スポンジにアンズジャムが入っていて、チョコでコーティングされたものです。１８３２
年にフランツ・ザッハーという人が発案しました。昔、オーストリアの伯爵のメッテルニヒという人が、コックにお客
様のためにおいしくて、すばらしいケーキを早急に作るように強く命令しました。しかし、コックが病気になってしま
い、コックとして２年目、１６歳の見習生フランツ・ザッハーが作ることになりました。彼は、今までにない特別すば
らしいケーキを作り上げたのでした。それはとてもおいしくて、大評判になりました。１８７６年には、ザッハーの息
子がウイーンのオペラ座の近くに、ホテルザッハーを建築しました。現在では、ウイーンのどこでもザッハートルテを
食べることができますが、本来のケーキの調理方法は、ホテルザッハーで厳しく管理されています。ウイーンを訪れる
ことがあれば、ぜひ、本物のザッハーのケーキを食べてみてください。お土産として日本に持ち帰ることもできます。 

In Austria the name for sweet dishes is “Mehlspeise”, meaning　sweets made from “flour”. Austria is well known for its 
cakes and its　wide variety of sweet dishes, including apple desserts, chocolate and nut cakes and cream cheese strudels. 
Some sweet dishes are even served as main meals, such as apricot dumplings or “Kaiserschmarrn”, a kind of pancake, cut in 
small pieces, mixed with raisins and eaten with hot plum compote. Bakery has a long tradition in Austria, and there are all kinds 
of bread. Croissants are also known in Japan. There exists a fanciful legend of how the pastry was created. The story says that 
it was invented in Vienna in 1683 to celebrate the defeat of the Turkish Battles. As bakers were working early in the morning, 
they first heard the Turks’ tunneling operation and gave the alarm. To remember this event, they invented the Croissant, a 
pastry in the shape of the Turkish flag’s symbol, the crescent. However, in France it became popular through Marie Antoinette, 
daughter of Austria’s Empress Maria Theresia. The pastry got renamed after the shape of the moon (“croissant de lune”), 
and then spread to other parts of the world.The most famous cake in Austria is called “Sachertorte”, a chocolate cake with a 
thin layer of apricot jam and dark chocolate icing on top, invented in Vienna by Franz Sacher in the year 1832. The Lord of 
Metternich ordered his chief cook to create a unique dessert for the Royal Family and their guests. (“For he shall not bring 
shame on me tonight!” were the Lord’s words) 16 year-old Franz Sacher, in his second year of bakery apprenticeship, 
created an extraordinary chocolate cake all by himself because the chief cook was ill and it had to be 
finished on that very evening. Moreover, the cake Franz created was delicious and loved by everyone. 
In 1876 Franz Sacher’s son opened the Hotel Sacher in Vienna, near the famous Opera. Nowadays 
you can eat “Sachertorte” anywhere in Vienna, although the original recipe is strictly kept secret and 
only known at the Hotel Sacher. Tourists coming to Vienna usually don’t miss eating this cake or 
taking it back home as a souvenir.
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  ●
俳
句
俳
画
作
品
展
 

  
 

 
岩
倉
俳
句
俳
画
会
で
は
、
次
の
と

お
り
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
今
回
は
秋
の
風
物
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
１８
日
　
〜
１０
月
１
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜
日

と
月
末
は
休
館
日
に
な
り
ま
す
）
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示
ホ
ー

ル
 

▼
主
催
　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
文
化
協
会
 

▼
問
合
先
　
宮
田
（
☎
３
７
―
６
８

４
４
）
 

 
 

 
 

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家
 

 
 

 
 

 
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。
 

 
９
月
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
を
お
届
け
し
ま
す
。
「
ネ

コ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ふ
き
」
の
絵
本

を
お
話
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
音
で
表

現
す
る
な
ど
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚

の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
２５
日
　
午
後
２
時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
グ
ラ
ナ
デ
ィ
ラ
Ⅳ
　
　

▼
演
奏
曲
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
デ
ィ

ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
」
「
く
ま
さ
ん
変

奏
曲
」
「
ネ
コ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ふ

き
」
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）
 

 
 

        ●
児
童
扶
養
手
当
等
の
 

 
現
況
届
、
所
得
状
況
届
 

   
平
成
１７
年
度
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
、
愛
知
県
遺
児
手
当
所
得
状
況
届

の
手
続
き
は
、
す
で
に
お
済
み
で
す

か
？
 

 
こ
れ
ら
手
当
の
受
給
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
８
月
３１
日
　
ま
で
に
児
童
課

で
所
定
の
届
け
出
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
人
は
、

早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
こ
の
現
況
届
、
所
得
状
況
届
を
提

出
し
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
）
 

            ●
市
街
化
区
域
農
地
に
貸
 

 
家
住
宅
を
建
て
た
と
き
 

 
 

 
 

 
市
街
化
区
域
農
地
を
転
用
し
て
、

一
定
の
条
件
（
床
面
積
な
ど
）
を
満

た
す
貸
家
住
宅
を
平
成
１８
年
３
月
３１

日
ま
で
の
間
に
新
築
し
、
そ
の
敷
地

を
良
好
な
居
住
環
境
に
整
備
し
た
場

合
は
、
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
 

▼
減
額
割
合
 

★
土
地
…
３
年
間
３
分
の
１
を
減
額
 

★
家
屋
…
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐

火
建
築
物
（
４
階
建
以
上
は
、
当
初

５
年
間
は
４
分
の
３
、
そ
の
後
５
年

間
は
３
分
の
２
を
減
額
。
３
階
建
は
、

当
初
５
年
間
の
み
３
分
の
２
を
減

額
）
 

▼
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
２
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
６
）
 

 
 

 
 

 
 

      ●
「
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
 

　
ー
ル
教
室
」
参
加
者
 

 
 

 
 

 
岩
倉
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

次
の
と
お
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
１７
日
　
〜
１０
月
２２
日
 

　
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

▼
対
象
　
小
学
校
１
〜
６
年
生
の
男

女
 

▼
参
加
料
　
７
５
０
円
 

▼
定
員
　
２５
人
 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
グ
ロ
ー
ブ
・

水
筒
 

▼
服
装
　
長
ズ
ボ
ン
で
運
動
の
で
き

る
服
装
 

▼
申
込
方
法
　
９
月
３
日
　
午
前
９

時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
日
以
降
も
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
 

 

目
的
ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
（
申

 
 

み
の
り
の
里
で
開
催
し
ま
す
。
 

※
台
風
の
暴
風
警
報
が
朝
の
８
時
の

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） 

（日） 

（土） 

（土） 

（土） 

（水） 

（土） 

手続き 

募集  

催し  

平成17年9月1日 16



コ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ふ
き
」
の
絵
本

早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

額
）
 

ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
 

  ●
市
民
登
山
教
室
参
加
者
 

　
『
尾
高
山
』
南
ア
ル
プ
ス
の
パ
ノ

　
 
ラ
マ
展
望
台
 

 
 

  
「
尾
高
山
」
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の

絶
好
の
パ
ノ
ラ
マ
展
望
台
で
す
。
こ

の
時
期
、
矢
筈
ト
ン
ネ
ル
か
ら
し
ら

び
そ
峠
に
か
け
て
の
紅
葉
が
素
晴
ら

し
く
、
赤
や
黄
色
の
木
々
が
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
登
山
道
も
１

千
８
３
３
㍍
の
し
ら
び
そ
峠
か
ら
な

だ
ら
か
な
道
が
続
く
往
復
３
時
間
程

度
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
き
の
道
で
す
。

し
ら
び
そ
峠
に
建
つ
ホ
テ
ル
「
ハ
イ

ラ
ン
ド
し
ら
び
そ
」
の
展
望
風
呂
か

ら
の
景
色
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１６
日
　
午
前
６
時
４５

分
集
合
、
午
後
６
時
３０
分
解
散
予
定

（
予
備
日
１０
月
２３
日
　
）
 

▼
集
合
場
所
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
 

▼
募
集
人
数
　
４０
人
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
１６
歳
以
上
の
健
康
な
人（
６５

歳
以
上
は
登
山
経
験
者
に
限
る
）
 

▼
事
前
説
明
会
　
１０
月
６
日
　
午
後

７
時
３０
分
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

※
事
前
説
明
会
に
は
、
必
ず
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▼
参
加
費
用
　
４
千
５
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
９
月
１５
日
　
午
後
７

時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
７
時
の
時

点
で
抽
選
し
ま
す
）
。
 

※
１
人
で
複
数
人
分
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委

員
会
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会
事
務

局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎

６
６
―
２
２
２
２
）
 

 
 

 
 

          ●
岩
倉
市
配
達
員
 

 
 

 
 

 
岩
倉
市
で
は
、
広
報
等
の
配
達
員

を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
募
集
内
容
　
市
広
報
等
の
配
布
 

▼
応
募
資
格
　
２０
歳
以
上
６０
歳
以
下

の
人
。
男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
任
期
　
６
か
月
（
再
任
も
可
能
）

▼
手
当
　
１
世
帯
当
た
り
１２
円
 

▼
募
集
人
数
　
若
干
名
 

▼
応
募
期
限
　
９
月
９
日
　
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広

聴
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
２
）
 

 
 

 
 

●
「
み
の
り
の
会
バ
ザ
ー
」へ

　
の
不
用
品
の
寄
付
に
ご
協

　
力
を
 

 
 

 
　
 

 
日
ご
ろ
は
、
社
会
福
祉
法
人
い
わ
 

く
ら
福
祉
会
「
み
の
り
の
里
」
に
対

し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
み
の
 

り
の
会
バ
ザ
ー
」
を
１１
月
２７
日
　
に
 

                       

み
の
り
の
里
で
開
催
し
ま
す
。
 

 
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
バ
ザ
ー
用
品
と
し

て
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
集
荷
日
時
・
会
場
　
表
を
ご
覧
の
 

う
え
、
お
近
く
の
会
場
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
 

▼
寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
 

 
食
器
、
鍋
、
日
用
雑
貨
、
台
所
用

品
、
衣
類
（
新
品
）
な
ど
 

※
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
、
大
型
家
具
、
本
、
古
着
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

                       

※
台
風
の
暴
風
警
報
が
朝
の
８
時
の

時
点
で
で
て
い
た
ら
集
荷
は
中
止
で

す
、
振
替
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ろ

し
け
れ
ば
、
み
の
り
の
里
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
社
会
福
祉
法
人
い
わ
く

ら
福
祉
会
み
の
り
の
里
（
☎
６
６
―

５
０
０
１
）
 

 
 

 
 

●
愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
 

 
練
生
 

  
 

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
障
害
者
の
状
態
に
応
じ
た
多
様

な
委
託
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

▼
開
催
コ
ー
ス
　
い
ぬ
や
ま
ｅ
―
パ

ソ
コ
ン
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
 

▼
と
き
　
１０
月
１２
日
　
〜
１１
月
２８
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
犬
山
市
大
字
羽
黒
新
田
字
堅
筬

１
―
１
）
 

▼
定
員
　
１０
人
（
面
接
し
選
考
）
 

▼
対
象
者
　
障
害
者
手
帳
所
持
者（
身

体
・
精
神
等
）
 

▼
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１

千
円
）
 

▼
申
込
方
法
　
９
月
２２
日
　
ま
で
に

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
、
愛
知
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校
に
願
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
☎
０
５
３
３
―
９
３
―
２

１
０
２
）
 

（日） （日） 

（金） 

（日） 

（木） 
（木） 

や  

は
ず 

（水） 

（木） 

（月） 

 

収集日時 集荷場所 

９月　４日（日） 

９月１０日（土） 

９月２４日（土） 

１０月　８日（土） 

第六児童館 
八剱憩いの広場東口 
東町休憩所北口 
白山公園北入口 
東新町公会堂前 

第四児童館 
下寺保育園前 
第七児童館前 
お祭り広場東側 
東部保育園前 

第二児童館横（南入口） 
総合体育文化センター（第1駐車場東側） 
くすのきの家前 
ふれあいセンター前 
大聖寺駐車場（川井町内） 

中央公園東口 
岩倉郵便局前 
公民館入口　 
市役所北側玄関前 
南部老人憩の家前 

午前１０時 

 

１１時３０分 

〜
 

お  
だ
か 

や
ま 
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小･中学生、高校生の皆さん 

スポーツ少年団に参加しませんか 

　問合先　岩倉市スポーツ少年団事務局（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） 
 

▼
 

　スポーツ少年団は、スポーツ好きな子どもや、スポーツをやってみたいと思っている子どもを中心とした地域のコミュニケー 

ションの場です。 

　岩倉市では、次のスポーツ少年団が活動しています。入団を希望する人は、各団へ直接お申し込みください。 

 

岩倉空手道 総合体育文化センター  水・金曜日 
午後７時～８時３０分 

入会金　　　２，０００円 
　月　　　　１，０００円 

入会金　　　２，０００円 
　月　　　　１，５００円 

入会金　　　１，０００円 
　年　　　　９，０００円 

小・中学生 会場で受け付け 
 

若干 

入会金　　　    １，０００円 
５・６年  　 １０，０００円 
４年生以下  ８，０００円 （ 年 

４年生以上１４，０００円 
３年生以下１０，０００円 （ 年 

名　　称 会　　場 と　　き 会　　費 対　　象 募集 募集期間 

随時 

岩倉女子バレーボール 市立体育館 日曜日 
午前８時３０分～正午 

　年　　　　２，０００円 小学生 会場で受け付け 
今井☎６６－４８４４ 〃 〃 

岩倉卓球 岩倉東小学校体育館 日曜日 
午前９時～１０時３０分 

　年　　　　２，５００円 小・中学生 会場で受け付け 
今井☎６６－４８１５ 〃 〃 

岩倉武道館（剣道） 総合体育文化センター 火・木曜日 
午後６時４５分～９時１５分 

　年　　 　１８，０００円 会場で受け付け 〃 〃 

岩倉南武館（剣道） 岩倉南小学校体育館 火・木曜日 
午後６時４５分～９時１５分 

〃 〃 〃 

岩倉東武館（剣道） 岩倉東小学校体育館 火・木曜日 
午後６時４５分～９時１５分 

　月　　　　１，５００円 小・中学生、 
高校生 

〃 〃 

岩倉桜武館（剣道）  五条川小学校体育館 火・木曜日 
午後７時～９時 

　年　　 　１８，０００円 小・中学生 

〃 

〃 

〃 〃 〃 

岩倉ソフトボール 

中央公園 土曜日 
午後１時～５時 

　年　　 　１３，２００円 小学生 
会場で受け付け 
横井☎６６－２９７６ 〃 〃 

岩倉北野球 岩倉北小学校 
グラウンド 

土・日曜日 
午前８時～正午  

小学生 
（男・女） 

会場で受け付け 
宮川☎６６－８５９０ 〃 〃 

小学生 
（男・女） 

会場で受け付け 
二宮☎６６－１８６５ 〃 〃 

入会金　　　　１，０００円 
６年生　１２,０００円、５年生 
１０,０００円、４年生以下　８,５００円 （ 年 岩倉南野球 岩倉南小学校 

グラウンド 
日曜日・祝日 
午前８時～正午 

小学生（南小・ 
曽野小、男・女） 

会場で受け付け 
高柳☎３７－３００４ 〃 〃 

岩倉東野球 

岩倉東小学校 
グラウンド 

第２・４土曜日 
午前１０時～正午 

小学生 
会場で受け付け 
嶋田☎３７－７６３５ 〃 〃 

岩倉北部（サッカー） 石仏スポーツ広場 

日曜日　午前８時～１０時３０分 
第１・３土曜日　午後１時３０分～４時 

会場で受け付け 〃 〃 

岩倉曽野（サッカー） 曽野小学校グラウンド 
日曜日　午前８時３０分～１１時 
３０分　第１・３土曜日　午後１時 
３０分～４時（４・５・６年生） 

小学生以上 
（男・女） 

会場で受け付け 
長尾☎３７－１５３３ 〃 〃 

入会金　　　１，０００円 
　年　　　 １０，０００円 

岩倉柔道 総合体育文化センター 火・木・土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

小・中学生、 
高校生 

会場で受け付け 
鉄屋☎３７－３４５２ 〃 〃 

岩倉南部柔道 南部中学校弘道館 月・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

会場で受け付け 
小林☎６６－６９２２ 〃 〃 

　年　　　　３，５００円  岩倉バドミントン 五条川小学校体育館 日曜日 
午後１時３０分～３時３０分 

小学２年生 
～高校生  

会場で受け付け 
中山☎３８－０２５２ ２５人  〃 

　月　　　　１，５００円  岩倉ミニバスケットボール 総合体育文化センター 土曜日 
午後５時３０分～７時３０分 

小学生 会場で受け付け 多数 〃 

五条川軟式野球 五条川小学校 
グラウンド 

土曜日　午後１時～４時 
日曜日　午前８時３０分～正午 
祝日　午前８時３０分～午後４時 

岩倉FC（サッカー）  岩倉東小学校 
グラウンド  

日曜日　午前８時～１０時 
第１・３土曜日　午前９時～１１時 
（４・５・６年生） 

〃 

〃 

〃 

〃 〃 

〃 会場で受け付け 
米田☎６６－６９３９ 〃 〃 

岩倉団地グラウンド 日曜日・祝日 
午前８時～１０時 

五条川小学校 
グラウンド 

日曜日 
午後１時～５時 

　年　　 　１２，０００円 

〃 

〃 

岩倉東新町空手道 

岩倉団地集会所 月・木曜日 
午後７時～９時 

岩倉東小学校体育館 金曜日 
午後７時～９時  

　月　　　　３，５００円 〃 
会場で受け付け 
村松☎６６－４７４５ 〃 

五条川空手 五条川小学校体育館 月・水曜日 
午後７時～９時 

小・中学生、 
高校生 

〃 多数 〃 

〃 

申　込　先 
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　申込・問合先　社会福祉協議会（☎３７―３１ 

３５） 

         ●
労
働
関
係
基
本
講
座
 

  ▼
と
き
　
９
月
２８
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
稲
沢
市
産
業
会
館
研
修

室
 

▼
内
容
・
講
師
　
「
こ
こ
が
知
り

た
い
！
　
労
務
管
理
今
年
の
ポ
イ
ン

ト
」
 

★
第
１
部
…
「
次
世
代
育
成
支
援
対
 
 
 

策
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行

動
計
画
と
育
児
・
介
護
休
業
法
に
つ

い
て
」
、
講
師
…
愛
知
労
働
局
雇
用

均
等
室
職
員
 

★
第
２
部
…
「
高
齢
者
雇
用
安
定
法

改
正
の
内
容
と
そ
の
実
務
」
、
講
師

…
伊
藤
　
悟
さ
ん
（
ア
イ
エ
ス
社
労

士
事
務
所
）
 

▼
対
象
　
企
業
の
人
事
労
務
担
当
者

等
 

▼
定
員
　
５０
人
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
期
間
　
９
月
１
日
　
〜
２２
日
 

 ▼
申
込
方
法
　
尾
張
事
務
所
産
業
労

働
課
労
働
分
室
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
尾
張
事
務
所
産
業
労
働
 

課
労
働
分
室
（
☎
０
５
８
６
―
７
７

―
４
１
８
１
）
 

  ●
若
者
就
業
支
援
フ
ェ
ア
 

　
（
尾
張
地
域
）
 

  　
こ
の
フ
ェ
ア
は
、
若
者
の
職
業
生

活
設
計
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す

る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
２９
日
　
〜
１０
月
３
日

　
（
た
だ
し
、
９
月
２９
日
　
は
午
前

１１
時
〜
午
後
７
時
、
９
月
３０
日
　
〜

１０
月
２
日
　
は
午
前
１０
時
３０
分
〜
午

後
７
時
、
１０
月
３
日
　
は
午
前
１０
時

３０
分
〜
午
後
４
時
で
す
）
 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ
 

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
一
宮
 

市
大
和
町
）
 

▼
内
容
　
就
職
を
勝
ち
取
る
た
め
の

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
個
人
講
座
、
職
 

業
適
性
診
断
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、

職
場
見
学
会
な
ど
 

▼
対
象
　
３０
歳
未
満
の
求
職
者
（
大

学
生
等
の
学
生
を
含
む
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
９
月
２０
日
　
ま
で
に
、

希
望
の
内
容
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
を
、

電
話
や
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

※
催
し
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
産
業
労

働
部
就
業
促
進
課
（
〒
４
６
０
―
８

５
０
１
（
住
所
不
要
）
☎
０
５
２
―

９
５
４
―
６
３
６
６
　
０
５
２
―
９

５
４
―
６
９
２
７
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
 

　
　
　
　
　
　
　
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
 

         ●
消
化
器
系
難
病
患
者
・

　
家
族
教
室
 

  　
江
南
保
健
所
で
は
、
消
化
器
系
難

病
（
ク
ロ
ー
ン
病
）
の
患
者
と
家
族

の
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
会
「
や

す
ら
ぎ
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
こ
の
会
で
は
、
専
門
の
先
生
の
お

話
を
聴
い
た
り
、
同
じ
悩
み
を
も
つ

仲
間
や
家
族
が
集
ま
っ
て
日
ご
ろ
の

思
い
を
話
し
た
り
、
ま
た
、
療
養
生

活
や
日
常
生
活
上
の
工
夫
や
問
題
の

改
善
に
向
け
て
の
情
報
交
換
を
行
い

ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
６
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所
（
江
南
市

布
袋
下
山
町
西
８０
）
 

▼
内
容
・
講
師
　
①
講
話
「
ク
ロ
ー

ン
病
に
つ
い
て
」
山
田
貢
さ
ん
（
昭

和
病
院
医
師
）
②
ク
ロ
ー
ン
病
の
食

事
③
交
流
会
 

▼
申
込
期
限
　
１０
月
４
日
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地

域
保
健
課
地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
難

病
担
当
）
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
　

５
４
―
５
４
２
２
）
 

（水） 

（木） 

（木） 

（木） 

（金） 

（火） 

（木） 

（火） 

（日） 

（月） 

（月） 

（木） 

 

　
　
　
　h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
 

h
i.jp
/s
h
u
g
yo
/ 

　
　s

h
u
g
yo
@
p
re
f.a
ic
h
i.lg
.jp

） 

社会福祉協議会講座を開催します 

 

 
防災ボランティアコーディネーター 
フォローアップ講座 
　過去に実施した防災 

ボランティアコーディ 

ネーター養成講座の修 

了者を対象に、知識や 

経験を深めるためのフ 

ォローアップ（事後研 

修）講座を開催します。 

　と　き　１０月１日（土）午前９時３０分～午後０

時３０分 

　ところ　ふれあいセンター 

　講　師　岩倉防災ボランティアコーディネーターの

会 

　定　員　３０人 

　対象者　社会福祉協議会が過去に実施した防災ボラ

ンティアコーディネーター養成講座の修了者または、

同様の講座を受講し防災ボランティアコーディネータ

ーについて理解のある人 

　受講料　無料 

 

障害者福祉講座「こころの病を知る」 
　ストレスの多い現代社会において、こころの健康に

関心を持つ人が増えています。しかし一方では、ここ

ろの病と障害に対する偏見は根強く、こころの病を持

つ人の多くが近隣住民との交流に悩んでいます。誰も

が地域で当たり前に生活できる社会の実現に向けて、

こころの病と障害について学んでみませんか。 

　と　き　１０月６日（木）午前１０時～正午 

　ところ　ふれあいセンター 

　講　師　檜木治幸さん（岩倉メンタルクリニック院

長）、徳重愛子さん（精神障害者小規模授産施設しら

ゆり作業所施設長） 

　定　員　５０人 

　受講料　無料 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

小

　
 

▼
 

　

シ

　

 

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

岩

五

岩

岩

五

 

や
ま  

だ  

み
つ
ぐ 

い  

と
う
　   

さ
と
る 

とくしげ あい  こ 

ひの  き  はる ゆき 

講座  
教室  

健康  
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健
康
管
理
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
を
！
 

●
基
本
健
康
診
査
・
住
民

　
検
診
・
歯
科
健
康
診
査
 

  　
健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は

日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
と
毎
年
の

定
期
健
診
が
大
切
で
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
表
の
と
お
り
基

本
健
康
診
査
と
住
民
検
診
・
歯
科
健

康
診
査
を
健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

お
お
む
ね
１
・
５
㌔
以
上
の
地
区
に

お
住
ま
い
で
、
原
則
と
し
て
６０
歳
以

上
の
人
は
、
市
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。
バ
ス
で
送
迎
す
る
地
域
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。
 

基
本
健
康
診
査
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▼
対
象
　
昭
和
４１
年
３
月
３１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
（
た
だ
し
、
勤
務
先

な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
、
ま
た
、
現
在
医
療
機
関

で
治
療
中
の
人
は
除
き
ま
す
）
 

▼
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影

（
住
民
検
診
）
、
尿
検
査
、
身
体
測

定
、
問
診
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検

査
、
血
液
検
査
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
貧
血
、
肝
機
能
、
血
糖
、
腎
機

能
、
尿
酸
）
、
医
師
の
診
察
、
眼
底

検
査
（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
の

み
）
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
（
今
年
度
に
４０
歳
・
４５
歳
・
５０

歳
・
５５
歳
・
６０
歳
・
６５
歳
・
７０
歳
に

な
る
人
等
）
 

▼
費
用
　
無
料
 

▼
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１

時
３０
分
 

▼
注
意
事
項
　
基
本
健
康
診
査
受
診

券
（
は
が
き
）
を
、
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
 

※
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
日
、
受

付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
当
日
は
血
糖
検
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
糖
分
は
避
け
、
飲
食
は

午
前
９
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

お
茶
は
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

▼
検
査
の
結
果
　
約
１
か
月
後
に
、
 

個
人
通
知
し
ま
す
。
 

※
３５
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
人
（
昭
和

４１
年
４
月
１
日
〜
昭
和
４６
年
３
月
３１

日
生
ま
れ
）
で
基
本
健
康
診
査
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
有
料
（
４
千
１
０

０
円
）
で
受
診
で
き
ま
す
。
 

住
民
検
診
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▼
対
象
　
平
成
２
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
（
た
だ
し
、
学
校
や

勤
務
先
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
）
 

▼
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、

尿
検
査
、
身
体
測
定
、
問
診
、
血
圧

測
定
 

▼
費
用
　
無
料
 

▼
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１

時
３０
分
 

歯
科
健
康
診
査
 

※
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
対
象
　
昭
和
５１
年
３
月
３１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
、
お
よ
び
妊
婦
。
 

▼
定
員
　
４
３
０
人
 

▼
診
査
内
容
　
歯
牙
、
歯
周
診
査
、

相
談
、
指
導
 

▼
費
用
　
無
料
 

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
ま
す
（
電
話
申
し
込
み
可
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
。
た
だ

し
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
） 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で
の

お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
）
 

 

 

厳
し
さ
を
増
し
、
高
齢
者
の
交
通
事

日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」
と
定
め
ら

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

いざというときは救急医療情報センターへ 
☎０５８６―７２―１１３３ 

 
 
 

 
 

９月９日は救急の日 

　夜間や休日に、急病人やけが
人がでた場合、あわてなくても
いいように救急医療情報センタ
ーの電話番号を覚えておきまし
ょう。情報センターは、２４時
間体制で最寄りの診療可能な医
療機関を紹介してくれます。 

　利用方法 
①情報センターを正確にダイヤルしてください。 
②情報センターが出たら、「患者の住所・氏名・年齢・性別・
傷病のようす」を簡潔に伝えてください。 
③患者の傷病に適した最寄りの医療機関を紹介します。 
④医療機関の紹介を受けたら、健康保険証・受給者証などを
必ず持参し、すぐに診療を受けてください。 
※医療機関は患者を診療する体制で待機しています。受診を
取りやめる場合は、必ず医療機関に断りの電話をしてくださ
い。 

９月　１日（木） 

９月　２日（金） 

９月　５日（月） 

９月　６日（火） 

９月　７日（水） 

９月　８日（木） 

９月　９日（金） 

９月１２日（月） 

９月１３日（火） 

９月２９日（木） 

　９月３０日（金） 

１０月　３日（月） 

１０月　４日（火） 

１０月　５日（水） 

１０月　６日（木） 

１０月　７日（金） 

１０月１１日（火） 

１０月１２日（水） 

１０月１３日（木） 

１０月１４日（金） 

石仏町、中野町 

東新町 

曽野町 

大市場町、旭町 

西市町、昭和町 

大地町 

本町 

中本町 

西市町、宮前町 

栄町、中央町 

下本町 

曽野町 

東町 

下本町 

中本町 

八剱町、神野町 

本町 

大山寺町、大山寺本町、 
大山寺元町、五条町 

稲荷町 

 東新町 
（送迎はありません） 

実施日 対象地域 実施日 対象地域 

健診日 はバス送迎の対象地域です。 

 

▼  
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  ●
結
核
予
防
週
間
 

　
　
　
　
　
　
　
９
月
２４
日
〜
３０
日
 

  　
９
月
２４
日
　
〜
３０
日
　
は
結
核
予

防
週
間
で
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
結

核
の
制
圧
、
み
ん
な
の
力
で
」
で
す
。
 

　
結
核
は「
わ
が
国
最
大
の
感
染
症
」

昔
の
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

日
本
で
は
今
で
も
１
日
に
８７
人
の
新

し
い
患
者
が
発
生
し
、
ま
た
６
人
が

結
核
で
命
を
お
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
結
核
の
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
心
が
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
 

結
核
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
 

①
風
邪
に
よ
く
似
た
症
状
に
注
意
。

特
に
２
週
間
以
上
咳
が
続
く
と
き
は

医
療
機
関
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
結
核
は
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
た
と
き

に
発
病
し
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
と
食

事
・
適
度
な
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
 

③
生
後
６
か
月
に
な
る
ま
で
に
必
ず

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
☎
５
６

―
２
１
５
７
）
 

      

         ●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク
 

  　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

登
録
物
品
（
８
月
１
日
現
在
）
　
 

▼
あ
げ
ま
す
　
ベ
ビ
ー
バ
ス
、
ク
ー

ハ
ン
　
 

▼
求
め
ま
す
　
小
型
耕
運
機
　
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
 

  ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
秋
の
交
通
安
全
県
民
 

　
運
動
 

  　
秋
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

こ
の
時
期
の
交
通
量
も
増
加
し
、
悪

質
・
危
険
な
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
最
近
は
高
齢
者

を
取
り
巻
く
交
通
情
勢
が
ま
す
ま
す

厳
し
さ
を
増
し
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

没
時
間
が
日
増
し
に
早
く
な
り
、
夕

暮
れ
時
の
交
通
事
故
も
心
配
さ
れ
ま

す
。
 

　
そ
こ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
安
全
運
転
の
励
行
と
高
齢
者
へ
の

思
い
や
り
運
転
の
実
行
を
呼
び
掛
け

る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
、
職
場

で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
安
全
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
今
一
度
考
え
、
実
践
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

▼
期
間
　
９
月
２１
日
　
〜
３０
日
 

▼
重
点
目
標
　
 

★
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
 

★
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗

車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
 

★
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う
 

★
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
（
交
差

点
で
黄
信
号
も
止
ま
る
運
動
）
を
推

進
し
よ
う
 

  ●
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

　
を
守
り
ま
し
ょ
う
 

  　
屋
外
広
告
物
を
適
正
に
表
示
し
、

う
る
お
い
の
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
毎
年
９
月
１０

日
は
「
屋
外
広
告
の
日
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

　
ポ
ス
タ
ー
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

立
看
板
、
広
告
板
、
広
告
塔
な
ど
の

屋
外
広
告
物
を
無
秩
序
、
無
制
限
に

出
す
と
、
ま
ち
の
美
観
や
自
然
環
境

を
損
ね
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

　
屋
外
広
告
物
を
出
す
と
き
は
、
事

前
に
都
市
計
画
課
で
相
談
し
、
条
例

を
守
っ
て
、
周
辺
の
景
観
と
の
調
和

を
図
り
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
）
 

  ●
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
が
始
ま

　
り
ま
す
 

  　
Ｐ
Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

廃
棄
物
は
処
理
す
る
施
設
が
な
く
、

事
業
者
で
長
期
間
保
管
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
９
月
か
ら

豊
田
市
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
施
設
で
日

本
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
（
国
が

全
額
出
資
）
が
そ
の
一
部
に
つ
い
て

処
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

の
早
期
登
録
割
引
（
平
成
１８
年
３
月

ま
で
に
登
録
し
た
場
合
は
処
理
料
金

５
㌫
割
引
）
お
よ
び
中
小
企
業
者
へ

の
支
援
（
処
理
料
金
の
７０
㌫
軽
減
）

も
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

の
計
画
的
な
処
理
の
推
進
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
で
は
、

平
成
２８
年
７
月
が
処
理
期
限
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

▼
処
理
対
象
物
　
ト
ラ
ン
ス
、
コ
ン

デ
ン
サ
等
の
電
気
機
器
（
１０
㌔
㌘
以

上
）
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
油
 

▼
問
合
先
　
日
本
環
境
安
全
事
業
㈱

（
☎
０
１
２
０
―
８
０
８
５
３
４（
フ

リ
ー
ダ
イ
ア
ル
）
）
ま
た
は
、
愛
知

県
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
（
☎
０
５

２
―
９
５
４
―
６
２
３
５
）
 

  ●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の

　
相
談
料
を
補
助
 

  　
気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
（
サ
ラ

金
）
の
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
が
原
因
で
、
家
庭
の

崩
壊
や
犯
罪
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
悲
し
い
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
悲
劇
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
前
に
、
で

き
る
限
り
早
く
法
律
の
専
門
家
に
相

談
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県
弁
護
士
会

が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ
金
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」
と
「
消
費
者
被

害
相
談
」
に
相
談
さ
れ
た
場
合
に
、

そ
の
相
談
料
の
５
千
２
５
０
円
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎
３
８

―
５
８
２
２
）
 

（水） 

（金） 

（土） 

（金） 

 

い

相 談 
その他 

９

　
①
②
傷
③
④
必
※
取
い

９月

９月

９月

９月

９月

９月

９月

９月

９月

９月

健

▼
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  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
内
適
応
指
導
教

室
お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出

口
１５
―
１
）
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん
（
元
適

応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
）
 

         ●
子
育
て
相
談
 

  　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
・
し
つ
け
・

発
育
・
食
事
な
ど
子
育
て
に
不
安
を

感
じ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
い
つ

で
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ん
で
い
る
よ
り
、
人
に
話

す
こ
と
で
気
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な

が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話
し
し
ま
し

ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り
 

、

、

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
愉
快
な
日
本
語
講
座 

 

　
　
　
　
　
　
添
田
　
建
冶
郎
　
著 

　
　
　
　
　
　
分
類
　
言
語
・
語
学 

　 

        

　
ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言 

葉
を
分
析
し
、
意
味
合
い
や
特
徴
・

働
き
を
考
え
る
。
時
に
は
抱
腹
絶
倒

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
日
本
語
講
座
。 

  

★
山
の
ご
ち
そ
う
ど
ん
ぐ
り
の
木
　 

　
　
　
　
　
　
ゆ
の
き
よ
う
こ
　
文 

　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
和
生
　
絵 

★
や
さ
い
の
せ
な
か 

　
　
　
　
　
き
う
ち
か
つ
　
作
・
絵 

★
絵
か
き
さ
ん
に
な
り
た
い
な 

　
　
　
ト
ミ
ー
・
デ
・
パ
オ
ラ
　
作 

　
　
　
　
　
　
　
福
本
友
美
子
　
訳 

電話相談 相談場所・問合先 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援 
センター 

東部保育園内 
子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

指 名 競 争 入 札 結 果  
（７月２１日～２８日） 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

貯留型仮設水洗トイレ設置工事 

汚水枝線管渠工事（右岸１７―２工区） 

汚水枝線管渠工事（右岸１７―３工区） 

中本町外２地内 

宮前町外２地内 

八剱町外２地内 

井上町外１地内 

大市場町外１地内 

曽野町外1地内 

岩倉南小学校 

 大地新町外地内 

 大地新町外地内 

㈱大栄企業 

関戸工業㈱ 

㈲八信建設 

中日土木㈱岩倉支店 

㈱松本工務店 

㈲山本建設 

㈱間瀬設備工業 

㈱江口組 

栗本土木㈱ 

８,２９５,０００ 

７,３５０,０００ 

６,５１０,０００ 

５,６１７,５００ 

５,５６５,０００ 

４,７２５,０００ 

２,３１０,０００ 

５３,５５０,０００ 

４５,６７５,０００ 

７/２９～１２/２２ 

７/２９～１１/１８ 

７/２９～１２/２２ 

 ７/２９～１１/１８ 

 ７/２９～１１/１８ 

 ７/２６～１２/２２ 

 ７/２６～８/３１ 

８/５～H１８/２/２０ 

８/５～H１８/２/１０ 

工　事　名　等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 

そ
い  

だ 

け
ん  

じ  

ろ
う 

や
ま  

だ  

か
ず 

ゆ
き 
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　岩倉市では、聴覚障害者の

皆さんがお持ちの携帯電話に

災害情報（建物火災など消防

署のサイレンが吹き鳴らされ

る災害）を一刻も早くお届け

し、避難などに役立ててもら

うサービスを行っています。 

　対象者　市内にお住まいの聴覚障害者 

　申込方法　消防署、福祉課に備え付けの利用申

請書に必要事項を記入し、提出してください。 

　問合先　消防本部（☎３７―５３３３　３７―

１２２０）または、福祉課福祉係（☎３８―５８

０９　６６―４０３０） 

  ●
無
料
調
停
相
談
 

  　
裁
判
所
で
は
、
宅
地
や
家
屋
の
貸

し
借
り
、
売
掛
代
金
の
請
求
、
自
動

車
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
民
事

上
の
も
め
ご
と
や
、
夫
婦
間
の
問
題
、

遺
産
相
続
な
ど
を
め
ぐ
る
家
庭
内
、

親
族
間
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
円
満

に
解
決
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
調

停
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
、
名
古
屋
地
方
・
家
庭
裁
判

所
の
後
援
の
も
と
、
調
停
委
員
（
弁

護
士
を
含
む
）
の
団
体
で
あ
る
名
古

屋
民
事
・
家
事
調
停
協
会
連
合
会
が

主
催
で
、
調
停
手
続
き
の
説
明
を
し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
 

　
秘
密
厳
守
で
無
料
で
す
（
予
約
不

要
、
当
日
先
着
順
）
。
な
お
、
相
談

は
２０
分
以
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

▼
相
談
日
・
場
所
　
 

①
９
月
３０
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
３
時
…
津
島
市
文
化
会
館
研
修
室

（
津
島
市
藤
浪
町
３
―
８９
―
１０
）
 

②
１０
月
４
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
３
時
３０
分
…
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
（
一
宮
市
真

清
田
１
―
２
―
３０
）
 

③
１０
月
７
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
３
時
…
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

１２
階
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
Ｅ
・
Ｆ
室

（
名
古
屋
市
東
区
東
桜
１
―
１３
―
２
） 

▼
問
合
先
　
①
③
に
つ
い
て
は
名
古

屋
家
庭
裁
判
所
家
事
訟
延
事
務
室（
☎

０
５
２
―
２
２
３
―
３
４
１
１
内
線

４
５
３
８
）
、
②
に
つ
い
て
は
名
古

屋
家
庭
裁
判
所
一
宮
支
部
庶
務
課（
☎

０
５
８
６
―
７
３
―
３
１
０
１
）
 

  ●
県
の
職
員
に
よ
る
労
働
 

　
相
談
 

  　
職
場
で
の
悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と

な
ど
、
な
ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

　
来
所
で
も
、
電
話
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守

で
す
。
 

▼
相
談
内
容
　
解
雇
、
労
働
時
間
、

賃
金
、
退
職
金
、
就
業
規
則
、
人
間

関
係
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
問
題
 

▼
相
談
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
３０
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
・
年

末
年
始
は
除
く
）
 

▼
相
談
先
 

★
愛
知
県
尾
張
事
務
所
産
業
労
働
課

（
県
三
の
丸
庁
舎
４
階
）
…
名
古
屋

市
中
区
三
の
丸
２
―
６
―
１
☎
０
５

２
―
９
６
１
―
８
０
７
０
（
労
働
相

談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

★
愛
知
県
尾
張
事
務
所
産
業
労
働
課

労
働
分
室
（
県
一
宮
勤
労
福
祉
会
館

内
）
…
一
宮
市
若
竹
３
―
１
―
１２
☎

０
５
８
６
―
８
１
―
６
１
０
３
（
労

働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
 

（金） （金） （火） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談
室となっていますので、お気軽にご相談くださ
い。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼
の休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
９月　２日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
９月　４日（日）午後１時～３時 
　　１８日（日）午後１時～３時 
■女性相談 
９月　５日（月）午後１時～３時３０分 
■不動産相談 
９月　８日（木）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
９月　８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
９月　９日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
９月　９日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
９月１３日（火）午後１時～４時 
　　２７日（火）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順
延）午前９時から、市民相談室で当月分の予約
を受け付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
９月１４日（水）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
９月１６日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
９月２６日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩
みは、一人でくよくよしていても、何の解決に
もなりません。経験豊かなボランティアが電話
で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時
（祝日、振替休日を除く） 

 

み  　な  　     な    や     む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

▼
 

▼
 

携帯電話への災害情報サービスを 
ご利用ください 

▼
 

▼
 
▼
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田
中
仁
・
豊
美
さ
ん
の
長
男
創
く
ん（
１

歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
絵
本
と
車
が
大
好
き
な
創
く
ん
。
 

　
い
つ
も
ふ
ざ
け
て
パ
パ
と
マ
マ
を
笑
わ

せ
て
く
れ
る
ね
。
あ
な
た
が
生
ま
れ
て
１

歳
に
な
る
ま
で
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
ま

で
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
ス
ク
ス
ク
育
っ

て
い
っ
て
ね
。
 

　
パ
パ
と
マ
マ
も
あ
な
た
に
た
く
さ
ん
の

も
の
を
も
ら
い
な
が
ら
、
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
 

た  

な
か 

じ
ん 

と
よ  

み 

創
く
ん 

そ
う 

岩倉駅西側 

　
上
の
写
真
は
、
昭
和
４０
年
代
中
ご
ろ
に
当
時
の
市

役
所
屋
上
か
ら
岩
倉
駅
方
面
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
 

　
中
央
に
見
え
る
３
棟
の
建
物
は
名
古
屋
鉄
道
の
車

庫
で
、
線
路
西
側
に
は
畑
や
更
地
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
 

　
線
路
の
東
側
に
は
、
名
古
屋
鉄
道
の
ビ
ル
と
商
業

施
設
の
高
層
の
建
物
が
見
え
、
木
造
の
建
て
物
が
中

心
の
市
街
地
に
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
 

　
駅
の
西
側
で
は
岩
倉
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
昭
和
４２
年
に
区
画
整
理
事

業
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
（
写
真
右
）
で
は
、

駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
取
り
囲
む
よ
う
に
高
層
の
立

体
駐
車
場
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い
ま

す
。
 

　
３０
年
余
り
の
間
の
岩
倉
駅
周
辺
の
発
展
の
様
子
が

よ
く
分
か
る
写
真
で
す
。
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今、地震が起きたら、災害から災害弱者を守れますか？
お　がさ　わら　　　　  み　　よ　　こ 

●あいち防災リーダー　　小笠原　三代子 

　
伊
藤
彰
律
・
志
保
さ
ん
の
長
女
寧
音
ち

ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
我
が
家
の
ク
ル
ク
ル
ヘ
ア
ー
の
天
使
が

１
歳
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
ね
ね
、
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
 

　
３
千
３
３
８
　
で
生
ま
れ
て
き
て
、
今

で
は
ね
ね
の
大
好
き
な
抱
っ
こ
も
大
変
な

ほ
ど
大
き
く
な
り
ま
し
た
ネ
。
 

　
ね
ね
の
い
る
生
活
は
日
々
感
動
と
幸
せ

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
ス
テ
キ
な
笑
顔
を
た
く
さ

ん
見
せ
て
ネ
。
 

い
　
と
う 

あ
き  

の
り 

し
　
ほ 

寧
音
ち
ゃ
ん 

ね
　   

ね 

　災害時に被害を最小限に抑えるため、上記の心得を
今一度確認し、不備な点は整備しておきましょう。 
　そして家族はもちろん、近所、地域に災害弱者がど
れ位いるのか把握し、地域全体で守れるよう、地震に
対する講習会等を開き常にコミュニケーションを図っ
ておくことが大切です。 

災害弱者を守ろう！ 
　いつ起きるか分からない災害。他の被災者よりもハ
ンデを負ってしまう災害弱者にとって日ごろの備えが
必要です。 

災害弱者とは？ 
・障害を持った人や 

　病人 

・一人暮らしや介護 

　の必要な高齢者 

・乳幼児や妊婦 

・地理や、日本語が 

　理解できない外国 

　人　などです。 

　　 災害弱者を守るための心得 
１.寝室はできるだけ避難しやすい部屋に 
２.寝室には家具を置かない 
３.安全に避難できるよう通路・出入り口に家具や 
　 物を置かない 
４.寝具、衣類、カーテン、じゅうたんなどは防災 
　 加工のしてあるものを 
５.家の中の段差をできるだけ少なく 
６.非常持ち出し品はすぐに取り出せるところに置く 
 

グ
ラ
 

ム
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長年続けられた伝統行事長年続けられた伝統行事

五条川の気持ちを考えて 
　今年、私たちの水生生物調査の
年になりました。 
でも、見つかったのは、ヒルやエ
ラミミズで、結果は、「きたない
水」でした。きたなくなってしま
った水をきれいにするのは長い時
間がかかるし、とても大変なこと
だとおもいました。 
　世界でたった一つしかない五条
川。岩倉のシンボル五条川。ずっ
とずっと私たちは、いっしょにく
らしていきたいと思います。 

（土） 

こ
　
い
け  

ゆ
　 

り
　 

こ 

水
生
生
物
調
査
 

　
昭
和
６１
年
度
か
ら
五
条
川
で
の
水
生
生
物
調
査

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
以
来
２０
年
余
に
わ
た
り
五

条
川
に
す
む
水
生
生
物
の
種
類
を
記
録
す
る
と
と

も
に
、
川
の
水
温
・
水
深
・
流
速
・
透
明
度
を
測

定
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
平
成
１６
年
度
に
は
、
環
境
保
全
の
普
及
啓
発
な

ど
に
尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
「
地
域
環
境

保
全
功
労
者
」
と
し
て
小
池
百
合
子
環
境
大
臣
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
の
調
査

は
、
５
月
２４
日
　

に
行
い
ま
し
た
が
、

生
物
指
標
に
よ
る

と
残
念
な
が
ら

「
き
た
な
い
水
」

で
あ
る
と
の
判
断

が
出
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
調
査
を

続
け
、
私
た
ち
の

五
条
川
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

五
条
川
交
通
少
年
団
　
 

　
昭
和
５２
年
度
よ
り
交
通
少
年
団
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
本
校
の
６
年
生
の
課
外
の
活
動

と
し
て
位
置
づ
け
て
長
年
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

　
活
動
と
し
て
は
、
①
交
通
安
全
看
板
作
り
・
お

年
寄
り
の
お
宅
訪
問
・
パ
ト
カ
ー
か
ら
の
交
通
安

全
街
頭
宣
伝
活
動（
７
月
）②
交
通
安
全
宣
言
（
１０

月
市
民
体
育
祭
）
③
街
頭
啓
発
活
動
（
１２
月
）
が

あ
り
ま
す
。
 

　
１２
月
の
街
頭
啓
発
活
動
で
は
、
県
道
名
古
屋
江

南
線
や
岩
倉
駅
で
手
製
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
布
し

な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

校
外
へ
の
発
信
だ
け
で
な
く
、
校
内
で
は
日
常
的

に
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

五
条
川
ま
つ
り
 

　
昭
和
６３
年
度
よ
り
五
条
川
ま
つ
り
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
学
年
や
学
級
ご
と
に
催
し
物
を
考
え
、

地
域
の
お
年
寄
り
や
小
学
校
入
学
前
の
皆
さ
ん
も

お
招
き
し
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
本
年
は
１１
月
１９

日
　
に
本
校
の
３０
周

年
記
念
集
会
と
合
わ

せ
て
行
い
ま
す
。
 

　
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く

だ
さ
い
。
 

（火） 

▲水生生物調査 

▲お年寄りのお宅訪問 

▲五条川まつり ▲交通ルールを守ってね 

▲交通安全看板作り 

五条川小学校 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　８月６日、岩倉市山車夏まつりが開かれ、
下本町、中本町、大上市場３台の山車が、
岩倉街道を巡行して、くすのきの家駐車場
に勢ぞろいしました。 
　集まった多くの皆さんは、暗くなるにつ
れて、幻想的に浮かび上がる山車と、見事
なからくり実演に見入り、岩倉の夏を彩る
風物詩を楽しみました。 

　８月３日、第五児童館で子どもたち１５０人が、

宮田千代子さんの戦争体験を聞きました。宮田さ
んは終戦当時、この日参加した子どもたちと同じ
くらいの年ごろで、学校や友達がどうなったのか、
戦争がいかに悲惨で、悲しいものかを子どもたち
に伝えました。 
　戦争の話を聞いた子どもは、「怖いから戦争は
したくない」「食べ物を大事にしたい」と話して
いました。 

「怖いから戦争はしたくない」 
～平和を考える「戦争のおはなしをきかせてね」～ 

宵の口に映える提灯 
～岩倉市山車夏まつり（宵まつり）～ 

　８月２日、希望の家で子ども陶芸教室が開かれ、３５
人の子どもたちが参加しました。 
　この日、子どもたちは岩倉焼き物を楽しむ会の皆さん
に指導を受けて、粘土で花びんや皿など思い思いの焼き
物の形を作りました。 
　最初は慣れない手つきでしたが、後半になると模様を
つけたり、装飾をほどこしたりして工夫をこらし、個性
豊かな形ばかりとなりました。 

どんな形にしようかな？ 
～子ども陶芸教室～ 

▲

みや  た　ち　よ　こ 

ちょう　　　ちん 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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　休日急病診療（有本裕子　岩倉東クリニック） 

第４４回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査 
　休日急病診療（小川清夫　小川医院） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★基本健康診査　★住民検診　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診　★離乳食教室 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

★基本健康診査　★住民検診 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

★乳幼児健康相談　★三種混合 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★１歳６か月児健康診査 
健康相談（ふれあいセンター） 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診 

野菜の広場/岩倉駅地下道 
古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 

★基本健康診査　★住民検診 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

火 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，448人（－22人） 
            男性/24，126人（－19人） 
            女性/24，322人（－3人） 
          世帯数/19,537世帯（－１１世帯） 
                （8月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～南新町かいわい～ 

　南新町は、高度経済成長期に住宅建設が進められる中、昭和

４１年に現在の町の区画ができあがりました。南新町のほぼ中

心に、珊瑚公園があります。珊瑚公園は、造成の当初に整備され、

南新町の二つの字名「三反田」と「五反田」の最初の字の読み「さ

ん」と「ご」にちなんで名づけられたそうです。 

　この公園の片隅に、昔懐かしい電話ボックスがあることに気

がついたので近づいてみると、「放送室」という看板がかけら

れていました。地元の人に話しを伺うと、この放送室は、使わ

れなくなった電話ボックスを利用して昭和４５年ころに整備さ

れました。公園の角にスピーカーが設置されていて、放送室か

ら区の行う行事などのお知らせが随時放送されています。昨年

にはスピーカーなど設備の改修も行われて、現在も、大切な連

絡手段として活用されています。 
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